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　令和3年度の学部入学式と大学院入学式が、4月12日に日
本武道館において挙行されました。今回は新型コロナウイル
スの感染拡大を受けて規模を縮小し、新入生のみの参加によ
る挙行となりました。藤井輝夫総長は、新型コロナウイルス
への感染が確認されたため欠席となりました。
　午前の学部入学式には約3,100名の学部新入生が出席しま
した。理事・副学長、学部長、研究科長、研究所長並びに来
賓の建築家 妹島 和世（せじま かずよ）様、宗岡 正二（む
ねおか しょうじ）東京大学校友会 会長が登壇し、10時40分
に開式となりました。
　大学を代表して相原 博昭（あいはら ひろあき）理事・副
学長から新入生へのお祝いのメッセージが述べられ、続いて
森山 工（もりやま たくみ）教養学部長が式辞を述べました。
式辞の後、来賓の建築家 妹島 和世 様及び宗岡 正二 東京大
学校友会 会長からそれぞれ祝辞をいただきました。その後、
入学生総代 大星 温音（おおぼし はると）さん（理科一類）

による宣誓が行われ、式を終えました。
　午後の大学院入学式には、約2,500名の大学院新入生が出
席しました。理事・副学長、研究科長、研究所長並びに来賓
の宗岡 正二 東京大学校友会 会長が登壇し、14時20分に開式
となりました。
　大学を代表して相原 博昭理事・副学長から新入生へのお
祝いのメッセージが述べられ、続いて堤 伸浩（つつみ のぶ
ひろ）農学生命科学研究科長が式辞を述べました。式辞の後、
スウェーデン王立科学アカデミー元会長 Svante Lindqvist（ス
ヴァンテ＝リンドクヴィスト）様から祝辞のビデオメッセー
ジをいただき、続いて来賓の宗岡 正二 東京大学校友会 会長
から祝辞をいただきました。その後、入学生総代 石川 知輝
（いしかわ ともき）さん（人文社会系研究科）による宣誓が
行われ、式を終えました。
　当日欠席となった藤井総長は、後に無事に公務へ復帰し、
式辞で伝えたかったメッセージを発表しました。

令和3年度 学部入学式・大学院入学式
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森山 工
教養学部長

　東京大学入学者のみなさん。ご入学おめで

とうございます。本日ご列席はいただけませ

んでしたが、入学者のご家族のみなさまにも

併せてお祝いを申し上げます。教養学部長の

森山工です。

　唐突ですが、みなさんはアウレリウス・ア

ウグスティヌスという名前をご存知でしょう

か。キリスト教の教父としてローマ帝国時代

の 4世紀後半から 5世紀前半を生きた人で

す。カトリック教会その他で「聖人」として

認められており、聖アウグスティヌスとも呼

ばれます。

　アウグスティヌスは、神学者、哲学者とし

て後世に多くの著作を残しました。その一つ

に「問答集」があります。83におよぶ問い

に対して、一つずつアウグスティヌスが答え

を返しているものです。そのなかに、次のよ

うな問いがあります。

神が万物を創りたもうたのであれ

ば、どうして神は万物を同じに創ら

れなかったのか。

　この問いに対するアウグスティヌスの答え

はこうです。

もし万物が同じであったならば、万

物は存在しないであろうからである。

　アウグスティヌスがいっているのはこうい

うことです。もし万物が同じであったなら、

万物は存在しないことになってしまう。万物が

同じであったなら、存在そのものが意味を失う

ことになる。存在が意味をもつためには、世界

をかたちづくる事物の多様性が必要である。

　ここは、キリスト教の教義やその解釈につ

いて語る場ではありません。しかし、この答

えには重要な思想があらわれています。この

世界に存在するさまざまな事物、そのなかに

はもちろん人間も含まれるわけですが、そう

したさまざまな事物は、一つとして同じでは

ない。けれどもそれは偶然ではない、という

思想です。すべてが同じであったとしたなら、

事物の存在そのものが無意味となってしまう

という思想です。だから、存在が存在として

あるためには、事物は多様でなければならな

いし、現に多様であるという思想です。

　世界は万物が多様であるように秩序づけら

れているという思想。ここからわたしたちは

学ぶべきではないでしょうか。もし万物が多

様であるとすれば、わたしたちには万物のそ

の多様性をそれとして認識することが必要に

なるからです。

　わたしたちが現在生きているこの世界にお

いては、しばしば多様性を同質性へと単純に

還元しようとする動きが見られます。たとえ

ば、個人は人間としてみな同じであるという

考え方があります。「人間性」という考え方

です。もちろん、「人間性」という「同質性」

を認知することは必要でありましょう。「人

間」としての「人権」や「平等」を保障する

上でも。けれども、すべてが同じであったと

したならすべては存在しないことになってし

まうという思想に照らして考えるなら、すべ

ての個人を「人間性」という「同質性」に一

元的に還元してしまうかぎり、個人は人間と

しての存在の意味を失うことになってしまう

でしょう。だから、「人間性」という「同質性」

を認める一方で、それにもかかわらず、諸個

人は「多様である」ということを認めること

が必要になるのです。

　多様性ということを考えるときに、わたし

たちが注意しなくてはならないことがありま

す。それは、漠然と、あるいは漫然と、「多

様性」と唱えているだけでは何も議論が進ま

ないということです。「多様性」とは「何に

ついての」多様性であるのか、これをつねに

みずからに問いかけることが重要であるとい

うことです。

　たとえば、受験競争を勝ち抜いてきたみな

さんにとっておそらく現実味があるのは、「学

力についての」多様性でありましょう。多様

な学力をもつ中等教育修了者のなかから、み

なさんは「秀でた」学力をもつ人として東京

大学の選抜試験に合格されました。けれども、

そのみなさんにしても、「東大生」として「同

質の」学力をもつわけではありません。みな

さんのなかには、たとえば数学に秀でた適性

や能力をもつかたもおられるでしょうし、そ

うでないかたもおられるでしょう。あるいは

みなさんのなかには、語学に秀でた適性や能

力をもつかたもおられるでしょうし、そうで

ないかたもおられるでしょう。

　学力についての多様性が、「東大生」とい

うレッテルのもとに「同質性」に一元的に還

元されようとするときこそ注意が必要なので

す。その同質性にみずからを預けるのではな

く、一見すると同質と見えるものたちのなか

にも、「何についての」多様性かという論点

を挿入するだけで、さまざまな「多様性」が

あらわれてくるからです。「数学力について

の」多様性であるとか。「語学力についての」

多様性であるとか。

　こうした学力についての多様性は、大学と

いう高等教育機関にあって、まさに教育の場

においてそれとして認知すべき課題です。教

養学部では、こうした学術分野に関する適性

や能力の多様性をさまざまなかたちで認知し、

それを教育の場に積極的に活かす取り組みを

おこなっています。理系の素養を大学での学

修の早期から伸ばそうとする「アドバンスト

理科」という科目群があります。同様に、「ア

ドバンスト文科」があり、「アドバンスト文

理融合」があります。語学の素養をもつ学生

を念頭に、その語学力を早期から鍛えようと

する「トライリンガル・プログラム」があり

ます。また、東京大学全学としては、国際的

な活躍の場を求める学生のために「グローバ

ル・リーダーシップ・プログラム」がありま

す。世界の多様な人々と共生し、ともに働く

力を養うために「国際総合力認定制度」があ

ります。

　けれども、多様性は何も「学力についての」

多様性だけではありません。たとえば、学部

令和 3年度入学式 教養学部長式辞
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学生における「男女比率についての」多様性

はどうでしょうか。学部学生における女性学

生の比率は 20%程度であり、この数字だけ

から見るかぎり、男性学生への「同質性」の

ほうに大きく傾いています。けれども、だか

らといって少数者である女性学生を無視して

大学生活が成り立つはずもありません。同じ

ことは、「性自認や性的指向についての」多

様性にもあてはまります。「障がいの有無に

ついての」多様性にもあてはまります。「国

籍や出身地域についての」多様性にもあては

まります。「生まれ育った言語や文化につい

ての」多様性にもあてはまります。「信仰す

る宗教についての」多様性、これは無宗教で

あることも含めた多様性ですが、にもあては

まります。いずれにおいても、少数者を無視

し、多数者に「同質化」する力学を働かせる

ことは、多様性をそれとして認知することに

はつながりません。

　そのように見るならば、多様性というのは

いくつもの論点「について」見いだすことが

できるはずです。翻ってみれば、同質性につ

いても、それが「何についての」同質性であ

るのかを明確化することが必要なのです。究

極的にいうならば、学生のみなさん一人ひと

りが他の学生との関係において、同質な面と

ともに、異質な面をもっているのです。だか

ら、同質だとすれば、それは「何について」

同質であり、異質だとすれば、それは「何に

ついて」異質であるのかを、その都度明らか

にしなくてはならないのです。

　このように、みなさんは、そのそれぞれが

それぞれに対して、部分的に同質であると同

時に、部分的に異質であるものとして存在し

ています。別の言い方をすれば、みなさん

は、そのそれぞれがそれぞれに対して、部分

的に重なり合い、部分的にはみ出し合うもの

として存在しています。これは、みなさん

が相互に、「部分的につながり合うものとし

て」存在しているということを意味している

のではないでしょうか。同質的に重なり合う

ところで少しつながり合い、異質的にはみ出

し合うところで少しつながり合いといった具

合に。完全に同質なわけではありません。完

全に同質であったなら、アウグスティヌスが

いったように、存在しないことになってしま

うでしょうから。その一方で、完全に異質な

わけでもありません。完全に異質であったな

ら、相互的なコミュニケーションは不可能に

なってしまうでしょうから。同質性を認めな

がらも、同質性に全員を一元的に還元するの

ではなく、異質なものの多様性をそれとして

認める上では、この「部分的なつながり」と

いう考え方が重要であると思います。

　そして、この考え方が意味をもつのは、み

なさんの一人ひとりと、みなさんの周囲の身

近な人々とのあいだにおいてばかりではない

のです。みなさんにとって遠いところにいる

人々とのあいだにおいてもそうです。世界の

どこか見知らぬ地域の、さまざまな境遇にあ

る見知らぬ人々とも「部分的につながってい

る」と想像してみてください。そのような想

像力を、みなさんのうちに活性化させてくだ

さい。多様性と同質性をともに含み込みなが

ら、部分的につながり合っている人々という

観念をみずからのものとしてください。そう

すれば、みなさんは、他者に対して、その他

者は身近な他者であっても、世界の遠いとこ

ろ、あるいは遠い時代に生きる他者であって

もよいのですが、その他者に対して、「無知」

でいることも、「無関心」でいることもできる。

けれども、「無関係」でいることはできない、

ということに思いをいたすことでしょう。

　教養学部は、みなさんの「無知」について

はそれを「知」にかえ、みなさんの「無関

心」についてはそれを「関心」にかえるよう

いざないます。しかし、教養学部でそうして

学びを深める一方で、自分が他者と「無関

係」ではないのだということ、部分的につな

がり合っているのだということ、このことは

しっかりと自覚しておいていただきたいと思

います。自分と部分的につながり合っている

ものとして他者を思い描くこと。そのような

想像力を、みなさんがそれぞれに働かせるこ

と。それが、教養学部における学びにとって

重要であるということを申し上げます。

　教養学部長としては、オンライン授業のあ

り方や対面授業のあり方などについていうべ

きこともあったかもしれません。オンライン

形式であれ対面形式であれ、教養学部はみな

さんの学びを可能なかぎり深めることを目指

します。しかし、授業の形式の如何ではな

く、何よりもみなさんの一人ひとりがみずか

ら「考える」ということが重要なのです。し

かも、「想像力」を働かせながら考えるとい

うことが。そのような学びをみなさんが教養

学部で深められることを願って、教養学部長

としてのわたしの式辞といたします。

祝辞
　皆さま、東京大学へのご入学おめでとうご

ざいます。このような栄えある場所で、皆様

にご祝辞を申し上げる機会をいただきました

ことをとても光栄に思います。この機会に私

がこの場で何をお話しできるかを考えました。

大学に入学されてこれから専門の道を歩ま

れる皆さまに、私が専門の道で経験してき

たことを少しお話しさせていただきたいと

思います。

　私がお伝えしたいことは、まず一つは、専

門的に考えてゆくことは、意外に専門以外の

他の分野のことも考えることになっていくも

のだな、ということです。それから2つ目は、

他分野の専門家とのコラボレーションの重要

性です。そして3つ目は、自身の専門の研究

を深めてゆくことは結局、その専門領域内に

とどまらないで、私たちの世界全体を考える

ことになっていく、ということです。これら

は、おそらく、いずれの専門分野にもあては

まるのではないかと思います。

　私は日本女子大学を卒業し、6年ほど設計

事務所で働いて、その後1人で設計事務所を

はじめました。最初に設計したものは、50

平米ほどの、小さな週末住宅でした。小さな

住宅であっても、週末に自然の中でのびのび

時間を過ごせるようにと考え、野原の中に家

具がぱらぱらと並び、それら一つ一つにテン

トをかけて繋いでいくようなイメージから、

建築を考え始めました。つまり、堅牢な箱の

ような建築の中にいろいろな場所がある、と

いう形ではなく、身の回りの小さな場所が繋

がっていって、柔らかな全体が出来上がる、

というやり方です。小さな単位が次々と繋が
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っていくアイデアなので、敷地が広ければど

こまでも広がってゆきます。いろいろな居場

所がつながってどんどん大きくなると、それ

は街のようなものにもなる、と考えました。

その週末住宅は、個人のための小さな建物で

したが、私はその小さな建物の設計を通して、

街のありようをも同時にイメージしていたよ

うにも思います。

　その次に、80人の女の子たちが研修を兼

ねながら一年間共同生活をする、企業の寮を

設計する機会に恵まれました。それは企業の

寮でありながら、学ぶ場所でもあり、80人

が一緒に暮らす、いわば「大きな家」のよう

なものでした。私はそこで、80人の共同生

活は大変であろうと感じ、80人で居心地良

く一緒にいられる空間でありながら、一人で

も居心地よくいられる空間を作れないか、と

考え、半屋外のような、光と風が入ってくる、

明るく大きな空間を作りました。大きな空間

は余裕があるので、真ん中で集まったり、皆

から離れた遠くで一人でくつろいだりできま

す。或いは、5人家族のための70平米の小さ

な住宅を作りました。薄い鉄板で空間を仕切

ってゆき、大小の部屋をいっぱい作りました。

5人なので、本当は7、8部屋だけあれば十分

といえば十分なのですが、私は空間をどんど

ん仕切っていって、大小あわせて20室くら

い用意しました。自分の部屋かリビングかと

いう選択でなく、おのおのが居たい場所をい

ろいろ選択できます。その居かたにより、家

族間の距離の取り方が変化します。鉄板には

大きな開口が空いていて、人が通り抜けられ

るようになっています。なので、各部屋は独

立しつつ、繋がってもいる家です。みんなで

一つの家を共有しながら、集まったり離れた

りできる家です。

　今思うと、私は家を考えながら、人の集合

のあり方を考えていたと思います。どうやっ

たら1人でいることの快適性とみんなでいる

ことの快適性を両立できるか、それにはどう

いうスペースを作ればいいのだろうかと考え、

そして、それは、家だけの問題にとどまらな

いものになっていきました。

　スイスのローザンヌの大学のキャンパスで、

EPFL ROLEXラーニングセンターという大

きな建物を設計しました。東京大学ともいろ

いろな連携をしている大学ですから将来訪ね

ていただく機会があるかもしれません。そこ

では、「新しい学びの場」を求められました。

図書室や学食、勉強コーナー、本屋、多目的

ホールなど、さまざまな場所があります。お

のおのの場所は、丘や谷、または中庭で柔ら

かく分けられていますが、つながってもいま

す。20000平米の巨大なワンルームです。各

用途を壁で仕切ってしまうと、隣の部屋の活

動がまったく伝わってこず、興味を持つこと

もできませんが、丘や庭で柔らかく仕切る場

合は、空間としてはワンルームでつながって

いるので、隣の部屋での活動の気配が伝わっ

てきます。丘をのぼれば、丘の向こうで起き

ている知らない分野の知らない研究活動に、

触れることができるのです。そのような柔ら

かく仕切られたワンルームは、異なる立場の

人々が自然に出会うことができ、コミュニケ

ーションが自然に生まれ、皆が様々なことを

学べるであろうと考えました。「新しい学び

の場」という要望から私は、いろいろな人と

出会うことができる多様性と自由、他分野の

人間と場所を共有している共有感覚、を提案

したのです。

　様々な人と出会い、異分野の人とコミュニ

ケーションを持つことは、新しい学びへとつ

ながります。いろいろな専門家との共同が未

知の可能性を切り開いてゆくことを、私は建

築の設計を通して何度も経験しました。建築

は様々な専門の人とのコラボレーションで生

み出されます。構造の専門家や環境の専門家

と打ち合わせすると、自分の研究の意義を違

う角度から教えられたり、或いは、自分が想

定していた以上の、より大きな世界に連れて

いってもらえたり、ということが多々ありま

す。例えば先ほどの大学の施設は、有機的な

形をしていますが、デザインだけでは形を決

定できません。構造の解析、室内の温熱環境

をコントロールするための自然換気や、壁を

用いず静かなところと賑やかなところを作る

ための音響環境、室内の奥まで自然採光で満

たす等、それぞれの専門家の環境解析などを

経ることで、はじめて快適で安全な空間を構

築することができます。コラボレーションは

専門家同士だけでなく、建物を使うユーザー

との間にも生まれます。金沢21世紀美術館

で、アーティストの日比野克彦さんが、建物

全体を朝顔で覆うプロジェクトを地域の子供

達と作りました。朝顔のカーテンが建物をす

っぽりとくるみ、建物全体が日陰となりまし

た。その光の効果で、ガラスの外壁の反射が

消え、室内側から見るとガラスの外壁部が消

え去ったように見え、日本の伝統空間である

庇の下のような空間が生まれました。私は開

かれた公共空間を目指して、金沢21世紀美

術館を設計したのですが、日比野さんの朝顔

プロジェクトによって、美術館が全く違う形

で開かれた、と感じました。コラボレーショ

ンは創造的なものです。自分が思い描けな

かった世界につながったり、共感が生まれ

たりします。そして再び自分もそこから学び、

新たな自分の道を作り出してゆくことがで

きます。

　ある時から、公園のような場所を作りたい

と思うようになりました。公園は、老若男女、

いろいろな年齢の人がいて、目的も違って、

それぞれが異なる時間の過ごし方をしていま

す。しかしどこかで、ひとりでなく公園にい

るみんなで、その公園を共有していると感じ

ながら、それぞれの時間を過ごしていると思

妹島和世
建築家

さん
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校友会会長祝辞
　只今、ご紹介頂きました宗岡でございます。

東京大学校友会を代表致しまして、東京大学

に入学された皆様方に、心からお祝いを申し

上げたいと存じます。また、入学生のご家族

の皆様方にも、重ねてお祝いを申し上げます。

本日は誠におめでとうございます。

　まずもって、足下のコロナ禍の最中にかか

わらず、このような形で入学式を執り行うこ

とができましたことは、総長はじめ学内の関

係者の皆様方のご尽力によるものと心から感

謝を申し上げたいと存じます。

　新入生の皆さんは、この春の東京大学入学

と同時に、全員が東京大学校友会の新たな仲

間になられました。校友会会長として、新会

員の皆さんを心から歓迎致します。

　さて、ここで皆さんに東京大学校友会を少

し紹介させて頂きたいと思います。東京大学

校友会は、個人会員と団体会員からなる全学

同窓組織であり、2004年に発足致しました。

本年で発足17年となります。個人会員では、

すべての在学生、教職員と存命の卒業生、合

わせて20数万人に及ぶ、大変大きな組織で

あり、加えて、団体会員としても、学部や学

科の同窓会、国内外の地域同窓会、運動部や

サークルのOB会・OG会等々、311もの団

体が登録されております。

　校友会の活動と致しましては、卒業生向け

のイベントのみならず、近年は、新入生の学

年会や、学部３年生の就職活動のための面接

演習等、在学生を支援する活動も拡充してき

ております。本年度は、10月のホームカミ

ングデイに合わせて、今年入学された皆さん

の学年会を行う計画がございます。文系・理

系や科類を超えた同期生との交流、大学の先

生や先輩、卒業生との懇談の場として、この

秋の学年会に皆さんが多数参加されることを

期待しております。

　また、東京大学校友会は、海外35か国・

地域にも多くの会員を有するグローバル・コ

ミュニティであり、性別、年齢、国籍を問わ

ない、極めて多様な人材の宝庫であります。

この素晴らしいコミュニティで、皆さんの在

学ないし留学中、さらには卒業後の長い人生

におきまして、東京大学の仲間との交友を広

げて頂きたいと思います。

　さて、次に、簡単に私の自己紹介をさせて

うのです。そして、みんなで場所や空間を共

有するということは、その場所に流れている

時間をも共有しているのではないかと気づき

ました。つまりそれは、今の時代の私たちが

共有しているだけでなく、過去や未来の人々

とも共有していると言えるのではないかと思

います。いろいろな人々の活動が積み上がっ

て歴史となって、その流れの一番手前に私た

ちの今の社会があるということだと思います。

私は、ローザンヌの設計を考えながら、世界

がどうあると良いか、を考えていたと思いま

す。専門的に追求してゆくうちに、徐々にそ

の専門性を超えて、世界全体のありようを考

えるようになってゆく。それはたぶん、あら

ゆる専門分野で同じことが起きるのではない

でしょうか。

　専門的な研究は、自分の素朴な興味から始

まる、というところがあると思います。しか

しそれは個人的なことで終わらないと思う

のです。私の場合は、身の回りの空間とい

う、たいへん小さく個人的なことから始まっ

て、社会はどうあるとよいか、を考えるよう

になりました。また、自分の興味というもの

は、自分がゼロから作り出したものではなく

て、自分の前に続いてきた歴史と一体のこと

でもあります。自分が出てくる前の、いろい

ろな人の活動の歴史があって、自分の興味は

はじめて存在できるのです。そういう意味で

言えば、今の私の興味、研究というものは、

未来を生み出す可能性でもあります。個人の

研究は、個人の興味から始まって、個人の想

像力を超えて、たいへんな広がりとなってゆ

きます。各人が各々の興味を膨らませて専門

に打ち込み、それが広がってゆく、多様性の

世界です。

　大学は、そのような自由を皆さんに提供す

る場所だと思います。大学は塀で囲われてい

て、一見、社会から離れた場所に見えますが、

実は大学は、世界にたいへん近い場所です。

大学は様々な可能性で溢れています。特に東

京大学はトップレベルの大学ですから、大い

に大学を活用してください。大学には研究の

歴史があります。自分の前の偉大な研究を知る

ことはすごいことです。歴史は、それをみてい

ない人では辿り着けない世界に私たちを連れて

ってくれると思います。私は今回この機会をい

ただいて、大学で学んだ時から今の私まで繋が

っている、大学で学んだことから始まり、この

歳月をかけて、自分の問題とするところをだん

だん理解していったのだということに気付かさ

れました。自分の一生をかけて、自分の考える

ところを作り上げて、世界を広げていってくだ

さい。一人一人の力が世界を作っていくと思い

ます。世界では様々なことが起こっています。

私たちが生きるこの世界のために、ぜひ楽しん

で、頑張ってください。

宗岡正二
東京大学校友会会長

さん
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頂きたいと思います。半世紀前の1970年に

農学部農業経済学科を卒業し、鉄鋼メーカー

である当時の新日本製鐵に一期生として入社

致しました。社長・会長を経て、現在、日本

製鉄 相談役を務めております。大学で柔道

部におりましたことから、この日本武道館は、

学生時代に選手として試合に臨んだ場所であ

り、また不祥事に揺れた全日本柔道連盟の立

て直しを要請され、2013年から4年間、全日

本柔道連盟会長を務めた際には、全日本柔道

選手権大会を会長として主催致した場所でも

あります。このように、この入学式の会場は、

私にとりましても誠に馴染みの深い会場であ

ります。

　また、私が東京大学柔道部員であった当時、

柔道部長をお願いしていたのが伊藤正己（い

とう まさみ）法学部長で、部員一同、大変

親身にご指導頂きました。先生は、のちに最

高裁判事に就任され、また文化勲章をも受章

されるなど、英米法及び憲法の日本の権威で

もあられました。

　伊藤先生の座右の銘は、論語にある「和し

て同ぜず」でありました。「君子は和して同ぜ

ず、小人は同じて和せず」の一節ですが、「君子、

すなわち、立派な人は、いつも協調的である

が、大事な局面では自分自身の意見をしっかり

述べることが出来る。小人、すなわち、つまら

ない人は、自分自身の意見を持たないので、付

和雷同するが、喧嘩ばかりしている」との意味

で、「しっかり勉強し、自分の意見を持ちなさ

い」という訓えであります。私の尊敬する先生

のこの座右の銘を、皆さんにも是非身につけて

頂きたいと思います。

　さらに、もう一つ、皆さんに身につけて頂き

たいのが「ノブレス・オブリージュ」の精神

であります。「ノブレス・オブリージュ」とは、

欧米社会における基本的な道徳律であります。

古くから貴族制度が根付いていた欧州を起源と

する概念ですが、「身分の高い者はそれに応じ

て果たさなければならぬ社会的責任と義務があ

る」というもので、欧米の騎士道精神の根幹を

なすものであります。新渡戸稲造が、彼の書い

た「武士道」の中で、日本の武士道精神にも通

ずるものであると解説しています。

　皆さんは、これから皆さんが進む分野におい

て、将来、この国のみならず、国際的なリーダ

ーとなることが大いに期待される人達でありま

す。皆さんには、知力、気力、体力に加え、人

としての倫理観をも併せ持った、万国共通の

真のリーダーになってもらいたいと思ってい

ます。

　先ほどの「和して同ぜず」とこの「ノブレ

ス・オブリージュ」を心に刻み、これからの

4年間を過ごして頂きたい。色々な事柄を学

び、多くの人と出会い、視野を広げ、知性と

感性に加え、品性をも磨いて頂きたい。皆さ

んが単なる「頭の良い東大卒業生」で終わら

ぬよう、東大校友会20万人のＯＢ・ＯＧも

お手伝いしていきたいと思っております。

　最後になりますが、皆さんの東京大学への

入学を心からお祝い申し上げます。皆さんご

自身も、これまで皆さんを育ててくれたご家

族に感謝し、そして入学できた幸運にも心か

ら感謝し、心豊かな人間に成長して頂きたい

と思います。改めまして本日は誠におめでと

うございます。

　穏やかな春の光を感じ始めた今日のこのよき

日に、令和3年度東京大学入学式に出席できる

ことを、入学生一同、大変うれしく思います。

　この度は例年通りとはいかないものの、オ

ンラインを併用し、ここ武道館で入学式を執

り行っていただき、誠にありがとうございま

す。また新型コロナウイルスの流行に伴い、

十分な学習環境が整えられない中、私たちを

支えてくださった家族をはじめとするすべて

の方々に改めて感謝申し上げます。

　さて、現在私達の周りでは、新型コロナウ

イルスが世界規模で猛威を振るっており、そ

の流行を食い止めるために尽力されている医

療関係者の方々や、その活動を支援しようと

立ち上がっている方々が大勢います。また、

その一方で飲食店を始め長く我慢を強いられ

続けている人たちがいます。安全と経済活動

のバランスを取りつつ感染拡大を抑える最善

策は何か、どうすれば人々への負担を軽くし

協力が得られるかは、簡単に答えを見つける

ことの出来ない問題です。そのような問題の

解決には人類の英知を結集する必要がありま

すが、最近ようやくワクチンの接種も始まり

希望が見え始めて来たところです。

　本日、私達は東京大学に入学することは出

来ましたが、これは学問を探求するための入

り口に立ったにすぎません。私達はこれから

基本となる理論を学ぶところから始め、それ

らを組み合わせて応用したり、実際に体験し

たりアウトプットしたりすることで、自分達

が選んだ教養、知識の専門分野での成長、発

展を目指していきます。そして、専門分野の

知識を活かし、社会に貢献出来るようになる

ことを目標とします。

　私達は人間的にはまだまだ未熟です。これ

から、素晴らしい仲間が集うこの大学で、学

業や部活、行事等を通じて、幅広いテーマで

意見をぶつけ合い、議論を交わしていくこと

によって、様々な考え方を知ると共に、自分

の意見を客観的に捉え、偏見にとらわれない

柔軟な思考を学び、仲間と協力し高め合う姿

勢を身につけたいと思います。

入学生総代宣誓

　最後に、藤井総長をはじめとする教職員の

方々、そして先輩方の温かい支援のもと、難題

山積の現代において社会貢献という大きな目標

に向かって常に向上心を持って邁進していくこ

とを誓い、新入生の挨拶とさせて頂きます。

大星温⾳
理科一類

さん
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　東京大学大学院に入学、進学された皆さん、

本日は、まことにおめでとうございます。ご

家族の皆さま、関係者の皆さまも、お喜びの

ことと存じます。心よりお祝い申し上げます。

大学院進学以来、すでに40年近くを研究者

として過ごしてきた私自身の実感を交えて、

時間の流れという観点から、皆さんへのご挨

拶を申し述べたいと思います。

　中国唐代の詩人劉廷芝が詠んだ詩のなかに、

「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じから

ず」という有名な一節があります。自然の悠

久なさまと対照させて、人生のはかなさを詠

っています。科学の領域においても、自然界

と人間社会とでは時間の流れ方が異なると認

識させられることがあります。一つの例を挙

げてみます。いまから70年ほど前、戦争で

荒廃した国土の治山治水対策として、そして、

戦後復興のための材木需要に備えて、生長の

速い針葉樹の植林が推進されました。しかし、

その後の高度成長の過程で木材貿易が自由化

されると、輸入材が安価に供給されるように

なりました。その結果日本の林業が衰退して

針葉樹林の管理がおろそかになり、台風など

の大雨の際に、洪水や地滑りなどの災害が引

き起こされています。他方、現在では、日本

の山林には世界でも有数の森林資源が蓄積さ

れており、その有効利用が新たな課題となっ

ています。人間は、自分たちの都合に合わせ

て自然を改変します。ところが、人間社会と

自然とでは、変化のタイムスパンが異なりま

す。70年前に人間自らが植えた針葉樹によ

って、現在の人間社会は、当時は想定しなか

った複雑な課題に直面しているのです。

　私は、この10年ほど、ソルガムという植

物の研究をしています。高粱(コーリャン)と

いうほうが、馴染みがあるでしょうか。ソル

ガムはイネ科の穀物で食料や飼料に用いられ

る一方、化石燃料を代替するバイオマス資源

としても有望です。人類は古くから、より好

ましい形質をもつ作物品種を得るために品種

改良を行ってきました。最近では、ゲノム情

報に関するビッグデータと数理統計モデルを

用いて個体の形質を予測し、品種改良に要す

る時間を大幅に短縮することが可能になりま

した。とはいえ、実験のスケジュールは、依

然として、春に芽を出して秋に実を結ぶとい

う植物の生育パターンを前提にしなければな

りません。十分なデータを得るために、ひと

つの実験が数年間に及ぶこともあります。生

物を研究対象とする農学において、データ収

集に要する時間は長期に亘ります。森林を研

究対象とする林学や生態系の変化を観察する

生態学などでは、それが数十年に及ぶことも

稀ではありません。こうしたことは農学に限

ったことではないでしょう。自然科学、人文

学、社会科学を問わず、データを収集するた

めに長期の時間を要する研究分野があります。

さらには、どの研究分野においても、データ

や研究成果を長期に亘って蓄積してゆくこと

が要請されています。

　「歳歳年年人同じから」ざる人間社会にお

いて、世代を超えてデータや研究成果を蓄積

してゆく装置として、大学というしくみは有

効であり、貴重です。それらの永い積み重ね

をもとに、私たちは、新たな知を生み出し、

未来を切り拓くことができるのです。そこに

こそ、大学の社会的役割があるということも

できます。皆さんがこれから生み出してゆく

であろうデータや研究成果も、この大学に蓄

積されて、将来世代によって活用されます。

ただし、皆さんは、そのような歴史的使命を

負担に感じる必要はありません。みなさんは、

自分の関心にもとづいて自由に研究課題を見

つけて、それに取り組んでいただければよい

のです。そこで得られたデータや研究成果が、

結果として、将来世代の研究に寄与すること

になる、ということです。

　さて、東京大学は、研究者同士、さらには

研究者以外の人たちとの対話を通じて、大学

の外に開かれたネットワークを形成してゆく

ことを目指しています。農学生命科学研究科

では、「One Earth Guardians（＝地球医）育

成プログラム」という新しいプログラムを立

ち上げました。人間の都合で自然を改変し、

資源として利用してきた結果、地球環境は危

機的な状況にあります。このプログラムは、

100年後の地球で、人間と他の生物たちが共

存できる世界を実現するための人材、すなわ

ち「One Earth Guardians」を育成すること

を目指しています。100年後という設定に対

して、長期のタイムスパンを以って臨む視点、

短期のタイムスパンの積み重ねを重視する視

点など、立場によってアプローチは異なりま

す。私のソルガム研究でも、ベンチャー企業

との連携を進めていますが、企業人が求める

実用性と研究者が設定する課題との違いに気

づかされます。One Earth Guardians育成プ

ログラムでは、研究者同士だけではなく、行政、

企業、NPOなど異なる立場の人たちがそれ

ぞれのアプローチを互いに提案しあって協働

することで、よりよい未来へ向かって新たな

視点を獲得してゆくことを目指しています。

　多様な立場の人たちとネットワークを形成

しながら行動を起こしてゆく力量のことを、

私たちは「巻き込み力」と名付けました。そ

れは、対話を通じて他者との関係を築いてゆ

くための能力のひとつと言えます。ただし、

他者を巻き込むためになにより重要なのは、

自分の研究を自分自身が心から楽しめている

か、ということだとも思います。自分の研究

を楽しめてこそ、他の人たちに自分の研究の

魅力や意義を伝えることができます。そこで

はじめて、立場の異なる人たちとのコミュニ

ケーションが始まるのです。

　自分が楽しめる研究テーマは、自分自身で

探し出さなければなりません。そのためには、

まず、何がすでに知られていて、何が知られ

ていないのか、を確認しなければなりません。

堤 伸浩
農学生命科学研究科長

令和 3年度大学院入学式 研究科長式辞
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President Fujii, Distinguished Faculty, 
incoming graduate students, proud 
parents and friends,
First  I  would l ike to thank the 
President, Professor Fujii, and the 
Members of the Executive Board for 
bestowing upon me the honour of 
addressing you, the incoming graduate 
students.

The Past, Present and Future; these 
are the three categories of our life. 
Today, as indeed you should be, you 
are consumed by thoughts of the 
Present, the first day of the rest of 
your lives – the day on which you 
e m b a r k  o n  f u r t h e r  a c a d e m i c 
education. And your thoughts may 
also be on your hopes for the Future.

But standing at this crossroads between 
the Present and the Future, as you are, 
should not make you forget the Past. 
You should remember your parents, 
family and friends; all those who have 
helped you reach this moment. In 
particular, you should be grateful to 
your parents, grandparents and other 
family members for their support and 
encouragement during your childhood 
and prior education.

Maybe you should also dedicate a 
thought to a teacher whom you 
remember from your school days? You 
see, when we established the Nobel 
Museum in Stockholm, we discovered 
that there was one thing that all Nobel 
Laureates had in common, regardless 
of their �eld – be it science, literature, 
economics or politics. And this is 
something that I believe is also true 
for most successful people.

Namely that they had a teacher at the 
age of around 12 or 14 – in junior 
high school or middle school – who 
had a great impact on them, and 
whom they still remembered with 
gratitude and affection. I am certain 
that most of you remember such a 
teacher. Send a thought of gratitude 
to him or her today! �ey are one of 
the reasons why you are here today.

The first Japanese Nobel Laureate 
Hi d e k i  Yu k a w a  h a s  w r i t t e n  a 
fascinating autobiography, Tabibito
（“The Traveller”）. Here Yukawa-
sensei describes his life and intellectual 
development from early childhood 
until the publication in 1935 of his 

famous article predicting the pi 
meson.

A decisive influence on the young 
Yukawa – who was then in his fourth 
year of middle school – was the visit 
of Albert Einstein to Japan in 1922. 
Einstein’s much publicised visit 
sparked the beginning of Yukawa’s 
interest in theoretical physics.
When Yukawa was about to graduate 
from university, he was filled with 
misgivings about his future, and even 
considered withdrawing to a nearby 
temple to become a priest. But after 
graduation, Yukawa entirely forgot 
those thoughts. He wrote:

“Looking back over my whole life of 
research, I view the three years after 
graduation as providing an extremely 

Svante Lindqvist

スウェーデン王立
科学アカデミー元会長

さん

祝辞

前に述べたように、大学は情報を蓄積し、新

たな知を創出する装置です。この東京大学は、

日本随一の巨大な装置です。世界でもトップ

クラスといえるでしょう。巨大かつ複雑な装

置ですが、その使い方に熟達した教員や職員

が、皆さんをサポートします。この装置を駆

使して、自分が心から楽しめる研究テーマを

ぜひ探し出してください。

　最後に、少しだけ研究以外のお話をいたし

ます。大学の内外で、新たな出会いに接する

機会も多いはずです。新型コロナウイルスの

影響で、対面の機会は少ないかもしれません

が、交友関係を広げていけるようにお互いに

工夫していきましょう。大学院生は、研究に

邁進するあまり不規則な生活になることもあ

ります。健康面などで困ったときには周囲の

教職員に相談してください。専門家によるサ

ポート制度もあります。皆さんが健やかに、

充実した学生生活を過ごされることを、心か

ら祈念いたします。
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valuable foundation. �e competitive 
swimmer glides under water for a 
brief interval after he has dived – it 
was that kind of a preparatory period 
for me.”

A long dive! And this is what you will 
embark upon today. A unique period 
in l i fe  when you can submerge 
yourself in new knowledge until the 
day when you surface again to meet 
the outer world.

Two years ago I had the honour of 
teaching a course at the University of 
Tokyo’s  Komaba  campus .  The 
students were excellent, but it was 
almost impossible to get them to 
speak in class. It didn’t help that I 
reminded them that English was also 
a foreign language to me. Were they 
afraid to make mistakes and lose the 
respect of the other students in the 
class? I certainly felt it was a great pity 
that they didn’t have the courage to 
speak up.

It has been said that those who are not 
courageous enough to take risks will 
accomplish nothing in life. Or as 
Albert Einstein once said: “A person 
who never made a mistake never tried 
anything new.”Steve Jobs – the late 
co-founder, CEO and Chairman of 
Apple – said something similar: 

“Your time is limited, so 
don't waste it living someone 
else's life. Don't be trapped by 
dogma - which is living with 
the results of other people's 
thinking. Don't let the noise 
of others' opinions drown out 
your own inner voice. And 
most important, have the 
courage to follow your heart 
and intuition.”

I would like to follow the advice of 
Albert Einstein and Steve Jobs; that is 
to attempt to be courageous enough 
to take the risk of trying something 
n e w ;  f o l l ow i n g  m y  h e a r t  a n d 
intuition. So, I will read a haiku to 
you. A haiku that I have written and 
dedicated to you – to you, all the 
incoming students attending this 
ceremony here today.

Now, if this isn’t courageous, I don’t 
know what is! 

That is to say, that a gaikokujin like 
me, trained originally in engineering 
physics, makes an attempt to bungle 
in the ancient art of Japanese haiku. 
In front of several thousand students. 
And not only that: in front of a 
faculty in which there are many 
learned men of letters ;  a l l  wel l 
acquainted with haiku, chōka, tanka 
and other  forms of  t radi t iona l 
Japanese poetry.

This will also prove another of my 
points. That failure is not quite as 
dangerous as it may seem – what is 
more important is having the courage 
to try. I mean, what could possibly 
happen to me if you think it’s a lousy 
haiku? Perhaps you’ll call me a fool 
for trying? But what would be the 
consequences of that for me? Well, I 
would certainly lose your respect, but 
I would on the other hand – no 
matter what the outcome – be able to 
take comfort in the fact that I dared 
to try something new in the spirit of 
Albert Einstein.
So, here goes:

In gusts of spring rain
students sharpen their pencils
windows blow ajar

A good haiku, as you may know, 
doesn’t need – and shouldn’t have – 
a n  e x p l a n a t i o n .  I t  s h o u l d  b e 
intrinsically su�cient, independent of 
context. �e feelings and emotions it 
evokes in the listener or the reader are 
its  very essence. It  is  not to be 
explained, only experienced. But since 
m y  h a i k u  d o e s n’t  m a k e  t h e 
presumption of being “A Good 
Haiku” I will explain it to you, line by 
line.

�e �rst line, “In gusts of spring rain”, 
is, of course, a seasonal reference to 
spring; a time when plants begin to 
develop and grow. Here it alludes more 
speci�cally to the 12th of April, today, 
the beginning of a new term and the 
beginning of your post-graduate 
education. A time when you, too, 
hopefully will begin to develop and 
grow.

The second line, “students sharpen 
their pencils”, refers to you, the 
students at Todai. I am aware that few 
– if any – of you engage in the old 
writing technique involving graphite 
penc i l s  ( those  that  need  to  be 
sharpened regularly). But here it is 
used metaphorically, implying that 
you will be alert and try to assimilate 
all the new things that you will learn 
in graduate school. But it is also a 
reminder that you should not just 
uncritically accept everything you will 
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校友会会長祝辞
　只今、ご紹介頂きました宗岡でございます。

東京大学校友会を代表致しまして、東京大学

大学院に入学された皆様方に、心からお祝い

を申し上げたいと存じます。また、入学生の

ご家族の皆様方にも、重ねてお祝いを申し上

げます。本日は誠におめでとうございます。

　まずもって、足下のコロナ禍の最中にかか

わらず、このような形で入学式を執り行うこ

とができましたことは、総長はじめ学内の関

係者の皆様方のご尽力によるものと心から感

謝を申し上げたいと存じます。

　東京大学以外の大学を卒業され、東京大学

大学院に入学される方々におかれましては、

今般の大学院入学と同時に、新たに東京大学

校友会の会員になられました。校友会会長と

して、新会員の皆さんを心から歓迎致します。

　さて、ご存知の方もいらっしゃいますが、

ここで改めて東京大学校友会を紹介させて頂

きます。東京大学校友会は、個人会員と団体

会員からなる全学同窓組織であり、2004年

に発足致しました。本年で発足17年となり

ます。個人会員では、すべての在学生、教職

員と存命の学部卒業生・大学院修了生、合わ

せて20数万人に及ぶ、大変大きな組織であ

り、加えて、団体会員としても、学部や学科

の同窓会、国内の各都道府県、及び、海外の

35カ国・地域の地域同窓会等々、311もの団

体が登録されております。

　皆さんはこれから、それぞれ専門の研究に

打ち込まれる一方で、そう遠くないうちに大

be taught. No, you should also use 
your sharpened pencils to make notes 
of your own thoughts and ideas – 
even if these are in opposition to, or 
contrary, to what you are being 
taught.

And finally, the third line, “windows 
blow ajar”, is an allusion to the rainy 
winds of spring in the first line. The 
windows that blow ajar are the 
windows of your classrooms and 
lecture halls. They are as of today 
blown open so that you can learn new 
things  f rom a greater  world of 
knowledge; a world of knowledge that 
is more profound than anything you 
have been taught before. And you will 
have the good fortune of having the 
distinguished faculty at the University 
of Tokyo to show and explain this 
new world to you; to guide you 
t h r o u g h  t h i s  m a z e  o f  h u m a n 
knowledge.

In these exceptional times – during 
this pandemic of Covid-19 – I would 
like to add a few more words.

Maybe you feel that you have been 
unlucky? That you have had the bad 
luck to begin your post-graduate 
studies at a time when the educational 
system and the social life on campus 
is totally different from what it was 

only a little more than a year ago. 
�at the teaching to a large extent will 
be virtual, and that the interaction 
with your fellow students will be 
restricted.

But I would like to suggest that you 
may look upon this as a possibility. 
You see: Never before in the history of 
the  Unive r s i t y  o f  Tokyo  ha s  a 
generation of students met challenges 
such as those that you are facing.

Please remember the following!

You know how Tamahagane is made? 
That is, the hard steel of the famous 
Katana swords? By hammering and 
repeated heating in the furnace the 
impurities are beaten away, and the 
iron is forged into a hard steel that 
can be given this unique strength and 
sharpness.

Another example: Do you know how 
palm trees grow in the tough climate 
of windy deserts? They may bend 
under pressure, but they will not 
break. When the wind blows hard, the 

roots of the palm tree will stretch and 
grow stronger than they were before. 
�e palm tree grows because of these 
difficulties. Or as the old Latin 
proverb says: “Sub Pondere Crescit 
Palma.” 

You, too, students at the University of 
Tokyo, are like Tamahagane steel or 
palm trees. You may be facing a 
tougher situation than any student 
generation before you. But this will 
also enable you to develop a unique 
strength. You will be sharp like a 
Katana and stand high and �rm like a 
palm tree.

Let me �nish by again congratulating 
you, and wishing you all the very best 
for your future academic studies. I 
will close by repeating the haiku 
dedicated to you:

In gusts of spring rain
students sharpen their pencils
windows blow ajar

�ank you. Dōmo arigatō.
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　COVID-19の流行が続く中、さまざまな

制限の下もととはいえ、本日このように大学

院入学式に臨むことができるのは幸運なこと

だと思います。しかしこの幸運は純然たる運

によるのではなく、直接的には大学当局関係

者の皆様、さらには大学の外で感染拡大防止

と社会機能維持のために日々ご尽力くださる

皆様のおかげであるということにも思いを馳

せずにはいられません。この場を借りて感謝

申し上げます。

　「すべての人間は、生まれつき、知ること

を欲する」と著書『形而上学』の冒頭で述べ

たのはアリストテレスでした。しかし同時に、

すべての人間が正しく知ろうとするわけでは

ないということもまた事実でしょう。日本も

含めた世界中の社会における数々の分断が現

代の課題として叫ばれてからもうすでに久し

くなりましたが、その間に私たちは幾度とな

くこの事実を直視させられたように思います。

他方で「正しく知る」という営みは学問に割

り当てられ、学問的に知ることは正し

く知ることであることが期待されてきました。

しかしながら、問題は「知る」という過程に

ついて正しさと正しくなさを判定することに

入学生総代宣誓
事実として尽きるものではなく、また理念と

して尽きるべきではないということを忘れて

はなりません。

　学問を通して知ることが正しく知ることであ

るためには、学問は自らの正しさと自明性をも、

常に問い直していくべきでありましょう。

　自らの今のあり方を自明視することなく不

断に問い直していく過程は、自らを変容の可

能性へと開いていくことです。この点にこそ、

理知の限りを尽くして未知のものに対峙する

という知的誠実さと、学問が新たな知を生み

出し続ける場であり続けることができるとい

う希望が存しているのです。大学が変革を求

められるというのは、単に十数年単位で変動

する世間の情勢からの要求に限った話ではな

く、学問それ自体の本性に即した問題意識で

あると私は考えます。そして、大学及び大

学院の構成員である私たち学生もまたそのこ

とを自覚しなければなりません。

　幸いなことに、私たちには学問に専念でき

る数年間の時間が与えられています。それも、

知の吸収に主眼が置かれる学部とは異なる、

知を生産する現場の一員としての数年間です。

世界と自らに対して厳しく問いを投げかけな

がらも知を生み出す過程は苦しく責任を伴う

ものではありますが、ここに集った私たちは

皆、このことを望み、無上の喜びとする者た

ちでしょう。まずは、その希望が叶えられた

ことを共に祝いたいと思います。そして、東

京大学大学院の一員としての矜持とともに謙

遜を、学知の伝統への敬意とともに批判精神

を、知的探究における誠実さとともに自らの

生への眼差しをもって、大学院での日々を豊

かなものとすべく努めることを誓います。

⽯川知輝
人文社会系研究科

さん

学院修了後のキャリアについて、真剣に考え

られることになると思います。引き続き学問

を究めるキャリアを歩まれる方や起業を目指

す方、あるいは就職を予定される方もいらっ

しゃるでしょう。そのような皆さんの多様な

キャリア形成についても、東京大学校友会は

積極的に協力・支援する体制を整えております。

　具体的には、大学のキャリアサポート室と

共同で、就職活動のための面接演習や、業種

別の座談会などを実施しておりますし、性別、

年齢、国籍を問わない、極めて多様な人材の

宝庫である東大校友会のグローバル・コミュ

ニティは、皆さんが積極的に交友を広げて頂

き、様々な価値意識に触れて頂くことで、皆

さんのあらゆるキャリア選択に対して、大き

な助けとなるものと確信しております。

　さて、それでは、ここで簡単に私の自己紹

介をさせて頂きたいと思います。半世紀前の

1970年に農学部農業経済学科を卒業し、鉄

鋼メーカーである当時の新日本製鐵に一期

生として入社致しました。社長・会長を経

て、現在、日本製鉄 相談役を務めております。

大学で柔道部におりましたことから、この日

本武道館は、学生時代に選手として試合に臨

んだ場所であり、また不祥事に揺れた全日本

柔道連盟の立て直しを要請され、2013年か

ら4年間、全日本柔道連盟会長を務めた際に

は、全日本柔道選手権大会を会長として主催

致した場所でもあります。このように、この

入学式の会場は、私にとりましても誠に馴染

みの深い会場であります。

　柔道の創始者である嘉納治五郎は、柔道家

であると同時に、1881年に東京大学文学部

を卒業し、23年半の長きにわたり、今の筑

波大学の前身である東京高等師範学校の校長

を務め、また、神戸の灘中学校・高等学校の

創設にも尽力した教育者でありました。嘉納

が弟子達を励ました言葉に「力必達（つとむ

れば必ず達す）」という言葉があります。「努

力をすれば、必ず何事も達成される」との意

味であります。

　また、国民栄誉賞を授与され史上最強の将

棋棋士とも言われる羽生善治（はぶ よしは

る）さんも次のように言っておられます。「私

は、才能は一瞬のひらめきだと思っていた。

しかし、今は10年とか、20年、30年を同じ

姿勢で、同じ情熱を傾け、努力し続けられる

ことが本当の才能だと思っている」。

　皆さんが、これから専門の研究に取り組ま

れるにあたって、必ずや多くの困難な壁に遭

遇されることがあると思いますが、是非、こ

のお二方の言葉を心に刻み、その壁を乗り越

えていって頂きたいと思います。

　最後に、皆さんの東京大学大学院へのご入

学を心からお祝い申し上げます。皆さんご自

身も、学問を究めると同時に、これまで皆さ

んを育ててくれたご家族に感謝し、そして大

学院で学べる幸運にも心から感謝し、心豊か

な人間に成長して頂きたいと思います。改め

まして、皆さんが健康で充実した大学院生活

を送られることを祈念致します。本日は誠に

おめでとうございます。
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　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござ

います。心よりお祝い申し上げるとともに、

新たな東京大学の仲間としてみなさんを迎え

られることを大変嬉しく思います。本年４

月に入学された方は 3,130名です。そのう

ち、女性は 664名、全体の 21%を超えまし

た。まだまだ少ないのですが、東大としては

これまでで最も高い比率となりました。

　誰も経験したことのないパンデミックの中

での受験勉強、そして新しく始まった大学入

学共通テストを乗り越えて、よくぞここまで

来てくれました。入学前から異例の経験を積

んできたみなさんは、すでに未来へのパイオ

ニアであるといってよいと思います。

　私もこの 4月に東京大学総長に就任し、本

来であれば、4月 12日に日本武道館で挙行

された入学式において、みなさんに式辞をお

伝えするはずでした。そのことを私自身も楽

しみにしていましたが、大変残念なことに新

型コロナウイルスに感染してしまい、それが

叶いませんでした。すでに本学ホームページ

にて公表していますが、新年度が始まって間

もない時期に体調の異変を感じ、PCR検査

を受けたところ陽性という結果でした。新年

度の職務を前に、以前にも増して、会合の制

限やマスク着用、手指消毒などに気をつけて

いましたが、どれだけ気をつけていても、感

染のリスクは身近にあるのだということを痛

感しました。

　軽症ではありましたが、通常の風邪やイン

フルエンザとは異なる強い倦怠感や軽い嗅覚

障害などを経験しました。約 2週間の入院

療養を経て、公務に復帰しましたが、その間、

昼夜を問わず患者に対応し、健康観察や治療

に取り組む方々を目の当たりにして、世界中

でいまも続いている保健・医療関係者の格闘

にあらためて思いをいたしました。この災厄

の克服に力を尽くしているすべての方々に、

敬意と感謝をお伝えしたいと思います。

　さて、まさにこのCOVID-19の蔓延を防

止するため、1年強の期間にわたり、私たち

は互いの接触を断ち、孤立した空間で過ごす

ことを余儀なくされました。

その中で、世界の分断はさ

らに顕在化し、社会の在り

方は急速に変化しつつあり

ます。これまでにない、新

たな人類史的課題が生じて

きているといえます。

　私は、こうした状況にお

いてこそ、大学の存在価値

が高まるものと考えていま

す。なぜなら、いま最も必

要とされているのは、それぞれの専門領域に

おいて蓄積されてきた知識や、経験から生み

だされたさまざまな知見や知恵を編み合わせ

て新たな「知」を創出し、困難な課題を乗り

越える道を見出すことだからです。私は総長

として、この東京大学を、そのような多様な

「知」が生まれ、交じり合い、より大きな「知」

として実を結ぶような活動の場にしたいと考

えています。

　とはいえ言うは易し、行うは難しです。実

際のところ、同じ専門分野の者どうしでも、

すぐに話が通じるとは限りません。異なる分

野の人びととの間であれば、なおさらです。

学生のみなさんにとっても同じで、せっかく

大学という開かれた学問の場に身を置いたに

もかかわらず、同じクラスや学科の仲間以外

とはほとんど語り合わないまま卒業してしま

う、ということにもなりかねません。

　これは学問の話に限りません。異なる国や

地域の人たち、異なる考え方やバックグラウ

ンドを持つ人たち。大学には、そうした多様

な人びととの出会いの機会があります。しか

しその機会を生かせるかどうかは、われわれ

次第です。

　いろいろな人が集う場で、何よりもまず大

切なことは「対話」であろうと思います。た

だそのための共通の「ことば」はあらかじめ

用意されてはいません。どのように対話すれ

ばよいのか、まずそこから探らねばなりませ

ん。たんなる会話にとどまらない、本来的な

対話の試みとはいったいどのようなものか、

そこにはどのような可能性があるのか。ここ

では私自身の研究に関連した、知の交流の事

例から、お話ししたいと思います。

　私はもともと、工学部船舶工学科を卒業

し、本学の「生産技術研究所」という研究所

で、大学院生時代は海中ロボットの研究、そ

の後、自分の研究室を持ってからはマイクロ

流体デバイスという新しいデバイスを使って

センサを作り、たとえば深海を詳しく調査す

る方法の研究を進めてきました。生産技術研

究所は、みなさんがこれから通う駒場キャン

パスに隣接した「駒場リサーチキャンパス」

にあります。このキャンパスには、他に先端

研と呼ばれる先端科学技術研究センターがあ

ります。両研究所では、原子レベルのミクロ

な世界から地球スケールの研究、また自動運

転やビッグデータに関する研究などが行われ

ています。さながら工学分野の巨大な博覧会

藤井輝夫
総長

令和 3年度学部入学式総長式辞

駒場リサーチキャンパスの生産技術研究所

4月12日の入学式に出席できなかった藤井総長は、当日の式辞で述べようと準備して
いたメッセージを、5月10日に動画とテキストで公開しました。学部入学式と大学院
入学式のために用意したメッセージの全文を掲載します。
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のような場所ですので、キャンパス公開※な

どの機会をとらえて是非訪れてみて下さい。

　さて、生産技術研究所は、その名前の通り、

主として「ものづくり」を対象とした工学の

研究を行っており、産業界との距離感が比較

的近い研究所です。この研究所の所長を務

めていた 2015年当時、私はデジタル革新に

よって産業構造が大きく変化してきているこ

とを感じ、「ものづくり」の未来像を改めて

描きなおすべきである、と考えるにいたりま

した。

　工学の最先端の研究を実社会と結び付ける

ためには、その研究から得られる新しい技術

をどこに活かすべきか、そもそも「何をつく

るべきか」、「ユーザーは何を求めているか」

といった観点、すなわち「デザイン」からの

アプローチが必要不可欠です。

　このアプローチを実践するため、2017年

に「デザインラボ」を立ち上げました。ユー

ザー視点を持つデザイナーを介して、アカデ

ミアでもなく産業界でもない、外の世界と研

究の現場との「対話」を可能にするための取

り組みです。これは当初、ロンドンにあるロ

イヤルカレッジオブアートという芸術系大学

院大学との共同プロジェクトとして始まった

ものです。

　デザインラボのミッションは、最先端の研

究やそこから得られる技術を、実用のアイ

ディアにつなげることです。デザイナーたち

は所内の研究室を訪ね、面白そうな研究の種

を探して回ります。これはトレジャーハン

ティング、宝探しと呼ばれます。このとき、「こ

とば」が共通でないがゆえに生じる「誤解」が、

逆に宝物を見つけるうえで役に立つといいま

す。ある対象を、その作り手とはまったく異

なる視点から眺めることで、その対象の新た

な側面が思いもよらないかたちで立ち現れて

くることがあるからです。

　芸術やデザインの世界には、唯一の正解と

いうものはありませんので「誤解」もクリエ

イティビティをもたらしうるのです。デザイ

ナーたちは自由な発想に基づいて、最先端の

科学技術をより多くの人たちが理解しやすい

形に変えることを試みます。生まれたてのデ

ザイン案を前にしたデザイナーと研究者によ

る自由な対話が、異なる領域の研究者たちの

協働をも引き出すとともに、その成果を広く

社会へと発信する道を拓きます。

　2018年、私の研究室でも、デザインラボ

との対話を通じて一つのイノベーションを

構想しました。「OMNI」という革新的な

海洋調査の在り方の提案です。OMNIとは、

Ocean Monitoring Network Initiativeの 頭

文字をとったものです。海には、気候変動や

食物資源、天然資源に関わるさまざまな問題

を解決するための鍵が潜んでいますが、あま

りに広く、また深いため、まだ僅かな部分し

か明らかになっていません。海洋調査には多

額の費用と長い期間が必要で、ごく限られた

専門家たちだけの世界のように見られてきま

した。OMNIは、そうした現状を変えよう

とするプロジェクトです。海は本来、誰に対

しても開かれていますので、低コストで自由

度の高い海洋調査のツールが用意できれば、

誰でも簡単に海のデータをとることができる、

それをみなで共有するような仕組みができな

いか、と考えたわけです。

　私たちが開発したOMNIの観測機器は、

ちょうどサッカーボールくらいの大きさで、

材料は 100円ショップや秋葉原の電気街な

どで手に入り、誰でも簡単に組み立てること

ができます。手作りのウレタン製の浮きの中

に、緯度経度を与えるGPSや回路基板、バッ

テリーなどを格納した密閉型のプラスティッ

ク容器が入っており、突き出した棒の先端の

センサで、水温や塩分濃度などのデータを得

ることができます。取得したデータはリアル

タイムでサーバーに送られ、ウェブ上で公開

されます。一般的に海洋観測に用いられる機

器は数百万円もの費用と長い時間をかけて用

意するものですが、このOMNIの観測機器

は 2～ 3ヶ月の短い期間で構想したもので、

4万円ほどの費用で作ることができます。ま

さに、デザイナー、エンジニア、科学者とい

う異質な人びとの間の「対話」の産物です。

　さらにこの観測機器は、広く学外の人びと

との対話と連携をも可能にしました。中学生

や高校生に学校でOMNIの活用法を考えて

もらったこともあります。漁業者、釣り人や

サーファーなど、海に関わる多くの人たちが、

それぞれの場で機器を海に浮かべてOMNI

プロジェクトに参加することも可能です。こ

のシンプルな機器を対話のツールとして、専

門家もそうでない人も、誰もが対等に、お互

いの自由な発想を語り合い、響き合わせるこ

とができます。OMNIプロジェクトが発展

することによって、人と人との対話のみなら

ず、思いもよらないイノベーションが生まれ、

海と人との豊かな対話が広がっていくことを

期待しています。

　さて、このように、さまざまな対話を通し

て、広く深い海についての探索を進めよう、

というわけですが、そこには、実は複数の意

味での対話が関係しています。「対話」とい

う概念には、単に向き合って会話をするとい

う以上の意味がありそうですので、少し整理

してみましょう。

　哲学や思想、そして文学の研究をしてお

られる先生方にも尋ねてみましたが、「対話」

には、大きく三つほどの意味が見いだせそう

です。

　第 1の意味は、向かいあって話すことに

よって、ある問題に対する理解を深め、解を

探っていく。いわば、真理に到達するための

対話です。さきほどの観測機器を「作る」作

業を進める上で、この意味での対話が重ねら

れたことは言うまでもありません。しかしな

がら、みなが同じ方向を向いて目標を共有す

ることは、一般にはむしろ少ないかもしれま

せん。だとすると、対話は成果を生みだせな

いのでしょうか。実は、答えを見つけること、

結論を出すことだけが対話の目的ではありま

せん。

　対話の第 2の意味は、すなわち答えを探

るよりも、まず対話の相手を全体として受け

止め、対話の相手として信頼し、そこから自OMNIデバイスと藤井研究室のみなさん

RCA-IIS Tokyo Design Lab.のプロジェクト「さっ

しがいい機械」

※今年は 6月11日（金）～12日（土）にオンラインで開催
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分に向けられた声を聞き取るという、共感的

理解のための対話です。たとえば芸術もその

ような対話によって息を吹き込まれるもので

あると思います。こうした意味での対話の相

手は、人に限りません。

　海に対して私が行なってきた調査は、まさ

に海全体を受け止める努力をし、それが地球

に対して何を語っているのかを聞き取る、そ

のための対話であるということもできます。

とはいえ、全体の理解はとても難しいことで

す。そこで重要なのが第 3の意味での対話

です。相手をよく理解できなくても対話を続

けると、結果として意外なことが起こりま

す。先ほどお話ししたデザインラボで、「誤

解」から新たな宝が生まれるのは、まさにそ

の例でしょう。OMNIの観測機器の活用も、

実はこの第 3の意味での対話の成果だとも

いえるかもしれません。そもそも観測機器を

手にして海に入る人びとの動機はさまざまで

あり、必ずしもお互いに意図を共有している

わけではないと思います。しかし、各々がそ

れぞれの場で海を介した交流を楽しむことで、

結果的に海についてのデータが集まってくる

ことになります。

　この第 3の「対話」は、「ポリフォニー」

としての対話である、と考えることができま

す。ポリフォニーは、多声音楽と訳されます。

単一の主旋律と伴奏からなるホモフォニーで

はなく、独立した旋律が複数あり、結果とし

て一定の調和を見る音楽のことで、いわゆる

バッハのフーガなどに代表される形式です。

組曲「アルルの女」の最後の「ファランドー

ル」などもそうですね。

　ポリフォニーでは、一致することを目指さ

ない多様な声が響きあうことで、結果として

何かが生まれます。その前提には、他者のこ

とはそう簡単には理解できないという認識が

あるとも言えます。現代の世界では、共感に

もとづいた理解などとても生まれそうに思え

ないほど、社会の分断が顕在化しています。

アメリカ大統領選挙をめぐる騒乱は記憶に新

しいところですが、世界各国においてマイノ

リティに対するヘイトクライムをはじめ、耐

えがたく殺伐とした空気が広がっています。

地球上には 70億人以上の人が暮らしており、

相互理解を進めること自体、容易ではありま

せん。しかし、声を聞くことから始めること

はできますし、自分が声を上げてそこに響き

合わせることもできます。大切なことは、対

話への試みをやめないことです。

　その意味で対話は、ごく身近なことからで

も実践できます。たとえば、食べることから

も始められます。唐突に思うかもしれません

が、本学には研究を料理に喩える先生も少な

からずいらっしゃいますので、式辞の締めく

くりに、今すぐ始められる食に関わる実践的

な提案をしたいと思います。

　東京には、各地の食材が集まります。買い

物に出かけてみると、売られている食材から、

全国の農業・水産業・畜産業、さらには海外

にまで拡がる流通業の一端まで垣間見ること

ができます。野菜にせよ魚にせよ、売り場に

並ぶ食材は、季節によって変わっていきます。

旬の素材を用いて作った食事を味わい、季節

の移り変わりを噛みしめることは、地球との

対話であると言えます。

　食を通じて地球上の資源に思いを馳せるこ

ともできます。たとえば私の学生時代、伊豆

の沿岸、本学の戸田寮の近くの海に潜ったと

きには、イワシの群れに囲まれることがあり

ました。マイワシは 60年ほどの周期で資源

量が増減しますが、その時期、1980年代の

後半はそのピークでした。しかし、1990年

代後半から漁獲量が急速に減り、価格が数倍

に高騰するといったことが起こりました。近

年、マイワシ自体の水揚げは再び増加傾向に

ありますが、それでも絶対量はピーク時の１

割程度です。イワシ類の資源量は冬の海水温

に関係すると言われており、OMNIのよう

な取り組みを通して水温データがもっと細か

く取れるようになれば、資源量の変動がとら

えられるようになるかもしれません。

　もう一つ、スーパーで国産の牛肉を買うと

ラベルに、必ず個体識別番号が書いてある

ことに気づくでしょう。日本では BSE（牛

海綿状脳症）などの牛の重大な病気の発生

や、O-157などの食中毒事故の発生に備え

て、国内で飼育される全ての牛に対して個体

識別番号を付して一元管理しています。家畜

改良センターのホームページで、この識別番

号を入力すると、その牛の飼育履歴を知るこ

とができます。これを食品トレーサビリティ

と言いますが、データ活用がますます重要度

を増す現在、食の安全・安心のみならず、資

源管理や食品ロス対策などにも大いに活用で

きそうです。

　このように、食を通じて学べる事柄の拡が

りは、多岐に渡ります。自分で料理を作ると

なれば、なおさらです。

　実際、私も研究のため、スイスに 1年弱

滞在した時には、自炊をしていました。特に

食材を買いにスーパーへ行った時のことが印

象に残っています。ヨーロッパでは当時から、

生鮮食料品は日が経つと値段が下がるシステ

ムで、食品ロスへの配慮が感じられました。

もちろん、無殺菌の牛乳は日が経てばヨーグ

ルトになります。ヨーグルトは、さらに日が

経てばカビが生えてきます。そんなことがと

ても新鮮でした。現地の食や素材に関する考

え方に触れ、生活者としての視点を得たこと

は、そこで人びとと共に仕事をする上でも役

に立ったように思います。

　その意味で、東京で一人暮らしをする方、

寮に入る方、また家族と一緒に自宅で暮らす

方、それぞれに時間を見つけて、料理に挑戦

してみるのもよいのではないでしょうか？　

お話ししたように、買い物に出かけるだけで

も、さまざまな気づきが得られます。正直な

話、私も大した料理はできません。素材同士

の「ポリフォニー」を活かす料理も夢見ると

ころですが、それも素材との対話を重ねてい

くことを通して実現できるのだと思います。

　多くの人びとと共に食卓を囲んで語り合う

ことは、対話を深めるまたとない良い機会で

すが、残念ながら、感染拡大防止の観点から、

現状ではおすすめできません。とはいえ、厳

しい状況にも必ず終わりが来ます。栄養を

しっかり摂り、健康に留意して、今日お話し

した 3つの意味での「対話」を念頭に、こ

れからの「学び」に、そして大学生活に臨ん

でいただきたいと思います。

　さて本学ではCOVID-19が世界的に蔓延

する状況を見ながら、対面とオンラインを効

果的に組み合わせた教育をおこなっていきた

いと考えています。そのためには、みなさん

一人ひとりに、正確な情報に基づいて感染拡

大を防止する、という意識を持っていただく

ことが必要です。大学におけるさまざまな活

動を行う際にも、新しい発想で工夫しながら、

目的を達成できる方法を見出す、ということ

を是非心がけていただきたいと思います。

　一方で、みなさんをはじめとする大学構成

員やみなさんのご家族の健康を最優先に考え

つつ、決して学びは止めない、という観点か
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　東京大学大学院に入学されたみなさん、ま

ことにおめでとうございます。東京大学の教

職員を代表して、ご家族、ご関係の皆様にも、

心からお祝いを申し上げます。

　本年 4月に入学されたのは、修士課程が

2,995名、博士課程が 1,244名、専門職学位

課程が 329名、合計 4,568名です。

　誰も経験したことのないパンデミックの中

で大学院への入学、進学を決断し、よくぞこ

こまで来てくれました。みなさんは、大学院

での研究生活に期待を抱く一方で、不安を感

じているかもしれません。私もこの 4月に

総長に就任したばかりで、みなさんと同じよ

うに期待と緊張が入り混じるフレッシュな心

持ちでおります。

　本来であれば 4月 12日に日本武道館で挙

行された入学式において、総長としての式辞

をみなさんにお伝えするはずでした。そのこ

とを私自身も楽しみにしていましたが、大変

残念なことに新型コロナウイルスに感染して

しまい、それが叶いませんでした。すでに本

学ホームページにて公表していますが、新年

度が始まって間もない時期に体調の異変を感

じ、PCR検査を受けたところ陽性という結

果でした。新年度の職務を前に、以前にも増

して、会合の制限やマスク着用、手指消毒な

どに気をつけていましたが、どれだけ気をつ

けていても、感染のリスクは身近にあるのだ

ということを痛感しました。

　軽症ではありましたが、通常の風邪やイン

フルエンザとは異なる強い倦怠感や軽い嗅覚

障害などを経験しました。約 2週間の入院

療養を経て、公務に復帰しましたが、その間、

昼夜を問わず患者に対応し、健康観察や治療

に取り組む方々を目の当たりにし、世界中で

いまも続いている保健・医療関係者の格闘に

あらためて思いをいたしました。この災厄の

克服に力を尽くしているすべての方々に、敬

意と感謝をお伝えしたいと思います。

　ここではあらためて、みなさんの入学を祝

し、私が大切にしてもらい

たいと考えていることにつ

いて、お話ししたいと思い

ます。それは、未知なるも

のへの好奇心、新しいもの

を創り出そうとする創造性、

そして、お互いを尊重して

協力する協働性です。この

3つは、じつは密接にから

みあっています。

　さて、ニュースをご覧に

なった方も多いと思いますが、昨年 12月 6

日に、小惑星探査機「はやぶさ 2」が、小惑

星リュウグウから砂や小石などのサンプルを

地球に届けました。

　その 10年前の 2010年には、初代の「は

やぶさ」が小惑星「イトカワ」からのサンプ

ルリターンに成功しました。小惑星からサン

プルを持ち帰ることは、人類史上はじめてで

した。「はやぶさ」1号機と 2号機によって

地球にもたらされたこれらのサンプルから、

さまざまなことが明らかになるでしょう。私

たちの地球、あるいは、太陽系の成り立ちの

理解につながるようなすばらしい科学的成果

が得られるものと期待されています。

　ところで、この「はやぶさ」にいたる我が

国の宇宙開発が、東京大学の生産技術研究所

で始まったということを、みなさんはご存じ

でしょうか。日本初の観測用ロケット開発の

プロジェクトを率いたリーダーは、生産技術

研究所の糸川英夫先生でした。「はやぶさ」1

号機が研究対象とした小惑星「イトカワ」は、

先生の名前にちなんで命名されたものです。

　糸川先生は、戦前、国産航空機メーカーに

就職して戦闘機の設計に関わっていましたけ

れども、1942年に本学第二工学部助教授と

なり、戦後に設置された生産技術研究所で教

授を務め、1950年代半ばからロケットの研

究に携わっていきます。第二次世界大戦が終

わって、サンフランシスコ平和条約が締結さ

れ、各国がジェット機の開発にしのぎを削る

なか、糸川先生は、再び航空機の研究には戻

らず、宇宙空間を自由に飛び回ることができ

る飛翔体、すなわちロケットを実現しようと

考えました。

　21世紀になった今でも、宇宙と聞くとワ

クワクする方が多いと思います。じつは私自

身も、1969年のアポロ 11号による月着陸

のシーンをテレビで見て、子供心に、不可能

が可能になったと感じたことを覚えています。

その大きなインパクトが後に、私自身の工学

への憧れに結びつき、後ほど紹介する深海探

査技術への興味につながりました。

　さて糸川先生がロケットの開発に取り組ん

だといっても、当時国内にロケットを作る技

術はありませんでした。つまり、このプロ

ジェクトは「何も無いところから短期間で宇

宙に到達するロケットを開発しよう」という、

無謀ともいえる挑戦でした。地球からの重力

に逆らって、数十キロメートルの高さまでロ

ケットを飛ばすには、大きな推進力を発生さ

せる必要があります。

　みなさんもスペースシャトルや気象衛星の

打ち上げの映像をみたことがあると思います

が、大型のロケットを打ち上げるにはかなり

の量の燃料が必要です。しかも、推進力を制

藤井輝夫
総長

令和 3年度大学院入学式総長式辞

ら、今年度もオンラインの授業が多くなると

思います。オンラインでは、ともすれば聞き

たい声だけを選び取って聞くことができてし

まいます。だからこそ意識的に、共に学ぶ仲

間の声に耳を傾け、世界の多様な声を、たとえ

理解できなくても、聞き続けてください。そし

てみなさんもぜひ声を出して、話しかけてみて

ください。そうすることで、みなさんにとって

世界が身近なものになるはずです。

　ようこそ、東京大学へ。
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御するためには、固体燃料と酸化剤を練り混

ぜたものを、適切な形状と大きさに仕上げな

ければなりません。ところが、当時、日本国

内でそのような大型燃料を調達することは、

極めて困難でした。

　ロケットは大きいもの、という常識からす

ると、大型燃料なしでは研究が始まりません。

しかし、糸川先生は発想を逆転させ、少量の

火薬で飛べる超小型のロケットを作ることに

しました。長さ 23cm、重さ約 200gの「ペ

ンシルロケット」です。たとえどんなに小さ

くとも、ロケットの原理で実際に物体を飛行

させることが何より大切だと考えたわけです。

実際、このペンシルロケットを使った実験に

よって、研究グループは貴重な経験とデータ

の蓄積を得ることができ、その後の研究が大

きく進んでいきます。

　この糸川先生のモットーが、「前例がない

からやってみよう」でした。それは、常識と

しての前例にとらわれない発想であり、これ

までの考え方を変えてみよう、という精神で

す。これがまさに不可能を可能にし、創造性

をもたらします。それは未知への好奇心に根

ざしたものだとも言えるでしょう。人間はだ

れしも不安に思うと「教科書」や「前例」を

探したくなります。あるいは、「流行」を追

いかけ「最新」を真似ようとします。しかし、

それを続けているだけでは、新しいなにかを

創り出すことはできません。不可能を可能に

変えるためには、「前例がないから尻込みす

る」のではなく、「前例がないからやってみ

よう」という姿勢が大切です。ぜひここで、

みなさんに届けたい言葉です。

　もう一つ、みなさんに考えていただきたい

ことは、ロケット開発が多くのひとを巻き込

んだ、総合的なプロジェクトであった、とい

うことです。飛翔体としての設計から姿勢制

御、先に述べた燃料技術、さらには計測技術

など、さまざまな領域の専門性を必要とする

ものでした。

　たとえばペンシルロケットの水平発射実験

の映像を、ご覧になったことがあるでしょう

か。一定間隔に並んだ障子紙を貫通させ、高

速度カメラによる撮影結果と合わせて速度変

化や軌道などを計測するための記録です。現

場での創意工夫の積み重ねで生まれた手法で、

生産技術研究所には、いまも映像技術室とい

う専門の部署があります。このように総合的

なプロジェクトにおいては、それぞれの専門

家が自らの最先端の知恵や技術を投入し、全

体に貢献する、その協働性が極めて重要です。

　現在各国で進められている新型コロナウイ

ルスのワクチン接種も、単独の専門性では到

底実現できない総合的なプロジェクトです。

ウイルスのゲノム解析から、ワクチンに用い

るmRNAのデザイン、さらにはmRNAを

格納するナノ粒子の製造技術、冷凍保存技術

など、広い範囲の技術的専門性が結集できた

からこそ、実現できたものです。日本におい

ても、約 1億人分に届くようなかつてない

規模で、効果と公平性を考慮しながら優先順

位を決定し、かつ副反応にも迅速に対応する

ためのロジスティクスを用意して、ワクチン

の接種を円滑に実行することは、相当に困難

な事業です。まさに総合的なプロジェクトで

あり、それぞれの専門家が互いを尊重して協

働することによってはじめて、今日のワクチ

ン接種が可能になったわけです。

　実際のところ、ワクチンは限定された年齢

層や特定の国々だけに行き渡らせれば良いと

いうものではありません。世界のあらゆる人

びとに公平に届ける必要があります。そこで、

現在、「コバックス・ファシリティ（COVAX 

Facility）」という、ワクチンを複数国で共同

購入し、公平に分配するための国際的な枠組

みがつくられています。日本もこの枠組みに

参加するとともに、独自に途上国の接種支援

も行っています。つまり協働性は、何も専門

家同士に限られるわけではありません。立場

の異なるさまざまな人びととの協働も同じよ

うに重要なのです。

　たとえば、さきほど述べたペンシルロケッ

トの 4年後には、長さ 5m、重さ 260kgに

もおよぶロケット K-6（カッパ 6型）を高

度 60kmにまで打ち上げることに、研究グ

ループは成功します。その過程では、打ち上

げ場所を探して各地を訪ね、適した場所を決

めなければなりませんでした。また、打ち上

げ場所の地元の方々の支援・協力を得ること

もプロジェクトの進行に不可欠でした。各技

術分野の専門家の協働はもちろん、地域の

方々との対話を通じ、お互いの立場や考え方

を尊重しつつ協力の輪を広げていくことが必

要であったということです。

　社会の中でのさまざまな課題解決に取り組

む場合においても、大学という場の中だけに

とどまらない対話が求められます。本学では、

地域に積極的に入っていくことによって課題

を探り、地域の方々と一緒になってその本質

に迫り、未来に向けての方向性を見出してい

く、という試みも行われています。

　ご存じの通り、東日本大震災から今年で

10年が経ちました。被災地域である岩手県

大槌町には、本学の大気海洋研究所の国際沿

岸海洋研究センターが置かれています。当

時、教職員・学生の人的被害は無かったもの

の、施設としては甚大な被害を受けました。

2018年にようやく研究実験棟と宿泊棟が建

設され、地域の住民との新しい関係をつくり

だしつつあります。

　また、本学の社会科学研究所では、岩手県

釜石市において 2006年度から「希望学」に

関する総合的な地域調査を開始し、鉄と魚の

街として、またラグビーで有名なこの地にお

いて、地域の方々との対話を続けてきていま

した。2011年に東日本大震災が起こってか

らも、希望の灯を絶やすことなく前に向かっ

て進もうとする釜石の人びとと一緒に歩み続

けています。2016年度からは、「危機対応学」

という新たなプロジェクトを立ち上げ、東日

本大震災における津波の記憶継承と将来の危

機に対するさまざまな対応方策の研究に取り

組んでいます。

　先ほど述べた大槌に拠点を持つ大気海洋研

究所が社会科学研究所と一緒に立ち上げた

「海と希望の学校 in 三陸」という取り組みは、

ユニークな現地での対話の試みです。この学

校では、被災地である三陸沿岸地域に存在す

る大小さまざまな湾ごとに、海の環境やそこ

に棲む海洋生物が異なることや、そのことと、

それぞれの湾の沿岸に住む人びとの暮らし、

文化、風習、産業などが多様であることとの

関係を明らかにする研究を進めています。た

ペンシルロケットの実寸模型
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とえば、その土地土地のラーメンにも、各地

域の磯の生態系が反映されているといいます。

これはほんの一例ですが、それぞれの地先の

海の可能性を活かした多様な復興や振興のあ

り方について議論しながら、次世代の人材の

育成とローカル・アイデンティティの形成を

目指しています。

　ここで紹介した三陸沿岸地域での活動は、

異なる学問領域からそれぞれのアプローチで

地域と対話し、連携する中で、協働プロジェ

クトが作り上げられたという意味で、復興へ

の取り組みの一つとしても大変大きな意義が

あると考えています。

　さて、みなさんはこれから大学院で、学び

始めることになります。自分がどういう学問

をやりたいか、その学問を通じてどのように

社会の発展に貢献するのか、そのためには何

をなさねばならないかを、じっくりと考えて

ください。みなさんの中には、純粋な知的好

奇心からの興味がある人も、われわれの生活

をいまよりも便利にしたいと考えている人も、

社会的な課題を解決して人類の役に立ちたい

という人もおられると思います。

　東京大学には、さまざまな研究活動をサ

ポートする多岐にわたる専門分野の教員と、

充実した研究設備、さらには世界のさまざま

な大学や機関とのネットワークなど、最高の

環境が整っています。ぜひ、みなさん一人ひ

とりが、自らの好奇心を大切にして自由に学

問に取り組んでいただきたいと思います。

　昔の話になりますが、私自身は船舶工学専

攻でしたので、電力や信号等を供給するケー

ブルでつながれていない無人の潜水艇の開発

という研究テーマに興味があり、修士課程で

この研究を選びました。主としてその制御系

の研究を進めていましたが、ある時点から無

人潜水艇は「ロボット」であり、その制御系

は「ロボットの知能」ではないか、と考える

ようになりました。このことを指導教員で

あった浦環（うら　たまき）先生にお話しし

たところ、そうであるならばわれわれは無人

潜水艇を「海中ロボット」と呼び、制御系の

ケーブルをもたない無人の潜水艇は「自律海

中ロボット」と呼ぼうということになりまし

た。

　そして、制御系の研究を進めるために、当

時本学の工学部にいらした甘利俊一（あまり

　しゅんいち）先生が書かれた「神経回路網

の数理」という教科書を浦環先生と一緒に輪

講しました。先生と学生で一緒になって教科

書を説明し合うというのは珍しいかもしれま

せん。この輪講を経て、現在、AIあるいは

機械学習で注目を集めているニューラルネッ

トワークを用いて海中ロボットを制御すると

いう研究を、修士論文としてまとめることに

なったわけです。

　これは私の学生時代の、ほんの一例に過ぎ

ません。みなさんも是非、自らのアンテナを

広げ、興味の対象を自由に探してみてくださ

い。きっと先輩たちとも先生方とも異なる視

点が見いだせるはずです。みなさん一人ひと

りの興味が新しい学問に結び付いていけば、

大学全体として、あるいは社会全体として、

彩り豊かで重層的な学知を生み出すことにつ

ながります。また、異なる分野や背景を有す

る研究者同士が対話し、議論を掘り下げてい

くことは、より質の高いアイディアや、共感

性の高い方策を見出すうえでも重要なことで

す。

　自由に興味の幅を広げていく時、ひとつ心

に留めていただきたいことがあります。それ

は自由があるからといって何をやってもいい

わけではない、ということです。すなわち自

由には責任が伴うことも是非知っていただき

たいと思います。純粋に知りたいと思って取

り組んだこと、あるいは努力の末に開発に成

功したことが本当に社会のためになるのか、

あるいは、人類ひいては地球に対する脅威に

ならないか、だれかを傷つけてしまうことは

ないかなど、立ち止まってじっくりと考える

ことも必要です。そうした、いわば自分との

対話も、科学にとってはたいへん重要な実践

です。

　たとえば 2018年にある研究者が、父親が

HIV陽性であるカップルの受精卵にゲノム

編集を施し、双生児を誕生させたと発表し、

国際的に大きな批判を受けました。その後、

科学者コミュニティの主導によって、ゲノム

編集を施した受精卵や生殖細胞を用いる生殖

補助医療を行うことは当面禁止という国際的

な合意がなされました。これはつまり、親が

望むような容姿や才能等を設計した子、いわ

ゆるデザイナーベビーの誕生につながる懸念

が共有されたからです。ゲノム編集のよう

な「ヒトにとっての」利便性を高める技術の

濫用は、名もなき生き物を滅ぼすことや生態

系の破壊にもつながり、やがて人類にも甚大

な影響を及ぼしうることに思いをいたさなけ

ればなりません。ヒト以外の生物でも、ゲノ

ム編集を含む広い意味での遺伝子改変技術に

よる生物多様性への影響が問題視されており、

各国の科学者がそれぞれに厳密な規制を設け

ています。

　こうした自主的で倫理的な規制を行うこと

は、学問の自由を享受し、新たな科学的な知

見を生み出すものが負うべき社会的な責任の

一環です。的確な自主規制を行うためには、

その技術が社会に与える中長期的な影響に関

する豊かな想像力を持つことが不可欠です。

そのためにも、一つの専門領域を深く学ぶ一

方で、異なる分野の学知や文化、さらには芸

術の営みなどにも触れてください。異なる分

野の研究者と対話する力も求められるでしょ

う。東京大学はそのような場をみなさんに是

非提供したいと考えています。

　最後になりますが、みなさんが、楽しみな

がら新しいことを作り上げる創造性、「前例

がないからやってみよう」という未知への好

奇心、そして、異なる立場の人を尊重し、積

極的に対話する協働性、これらをもって、伸

び伸びと活躍されることを期待します。

　ようこそ、東京大学大学院へ。藤井総長が学生時代に手がけた深海知能ロボッ

ト「ツインバーガー」

「海と希望の学校 in 三陸」のロゴマーク
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　本日、約 2週間の療養を経て、無事、公務に

復帰しました。総長として不在であった間、入学

式に参加した学生の皆さんを含め、新年度スター

トの東京大学をしっかりと支えてくれたすべての

方々に、お礼申し上げます。 

　療養のあいだ、新型コロナウイルス感染症治療

のため、昼夜を問わず、身を挺して医療に従事す

る方々を身近に見るなかで、世界中でいまも続い

ている医療関係者の格闘に改めて思いを致しまし

た。皆さまの御尽力に心からの敬意を表するとと

もに感謝申し上げます。ウイルスは、会合の制限

やマスク着用、手指消毒などにどれだけ気をつけ

ていても、思いがけず身近に忍び寄るリスクであ

ることも実感したところです。

　新型コロナウイルス感染症との闘いは、私たち

の生活に予想以上に多くの制限を課しています。

世界各国において差別や分断が露わになり、社会

的に立場の弱い人々が困難な状況に陥る事態も見

られています。幸い、長年にわたる基礎研究の世

　令和 2年度入学の皆さん。こんにちは。東京

大学総長の藤井輝夫です。

　4月 29日と 5月 1日に開催する予定で、多く

の方々と一緒に準備してきた、令和 2年度東京

大学入学者歓迎式典の延期を決断しました。この

式典で皆さんと直接に会えることを、私自身もと

ても楽しみにしていたので、これは私としても苦

渋の決断であります。 

　ただし、今回の決定は、あくまで延期です。歓

迎式典を開催し、みなさんに直接メッセージを届

ける機会は、今後、必ず設けたいと考えています。

これは皆さんにお約束します。

　歓迎式典の前日というギリギリのタイミングま

で、最大限の感染対策を準備し、実施することで、

界的な蓄積と情報共有によって、ワクチンが短期

間に開発されたことは人類全体の希望となってい

ます。日本を含め、世界中の人々にワクチンが速

やかにいき渡り、脆く細くなってしまった人と人

との絆を結び直せる日が一日も早く訪れることを

心より願っています。東京大学でも、様々な分野

でコロナ禍に対応する、あるいはポスト・コロナ

社会の課題に向けた研究や取り組みが行われてい

ますので、それらをしっかりと後押ししていきた

いと思います。

　学生の皆さん、新学期の授業が始まり、新たな

出会いがたくさんあることと思います。今年度も

引き続きオンライン・オンデマンド授業を充実さ

せる一方、対面授業を含め、対面が重要と考えら

れる活動は、可能な範囲で拡大していきます。各

キャンパスでは徹底した感染症対策を講じていま

すが、皆さんも感染拡大を防止する意識を十分に

もちつつ、どうかそれぞれの目標に向かって、しっ

かりと大学での活動を始めてください。

開催の可能性を模索してきました。検温、マスク

着用はもちろんのこと、8回に分割して実施する

ことで参加者のソーシャルディスタンスを確保す

るとともに、安田講堂周辺の安全管理を徹底し、

さらに参加者全員に PCR検査をお願いすること

も予定していました。しかしながら、このような

感染対策を行ったとしても、現在の学内外の新型

コロナウィルス感染拡大の状況に鑑み、東京大学

の社会的責任として、この局面で式典を実施する

ことは難しいと判断するに至りました。

　治療のため身を挺して医療に従事する方々のご

尽力は、私自身が感染した際の身近な経験からも、

よく理解しています。並大抵のものではありませ

ん。式典の開催によって、医療関係者の方々への

　未だに東京大学のキャンパスに来ることができ

ない留学生の皆さん、辛い日々が続きますが、ど

うか学びを止めないよう、オンライン授業をはじ

め、東京大学のさまざまなリソースを最大限に活

用してください。国と国との間の自由な往来が再

開するまでの辛抱だと思います。なにか不安を感

じることがあれば、遠慮なく担当部署に問い合わ

せてください。

　東京大学は、今年度もさらなる感染防止対策を

心がけつつ、世界水準の教育と研究を続け、学問

の高みを目指します。そしてなにより、社会との

対話を忘れず、あらゆる才能と個性が生かされる

インクルーシブな社会を実現すべく、学生、教職

員の皆さんとともに、改めて第一歩を踏み出した

いと思います。

負荷のリスクを、これ以上大きくすることはでき

ません。また、学生の皆さんやご家族の安全を守

る観点からも、このような判断をせざるを得ませ

んでした。

　100%の感染対策を施すことは現実的には難し

いのですが、これまでに検討してきた以上の安全

対策を講じられるよう、引き続き、開催に向けた

準備を進めていきます。

　各自の学びを止めず、また感染拡大防止の努力

をしつつ、今よりも安全なかたちで、皆で集まれ

るときまで、皆さんと一緒に頑張って行きたいと

思います。

令和2年度東京大学入学者の皆さんへ

公務復帰に向けてのメッセージ
新型コロナウイルス感染症から

（4月16日）

（4月28日）

新型コロナウイルス感染症の療養生活から公務に復帰するにあたり、藤井総長は学生をはじめと
する学内構成員に向けたメッセージを発表しました。また、4月29日と5月1日に予定していた令
和2年度入学者歓迎式典の延期を決断した際には、思いを動画に託して発表しています。

動画でメッセージを伝え

る藤井総長
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宇佐美圭司 開催中よみがえる
画家展

失われた《きずな》が駒場博物館に立ち現れる

《ゴーストプラン・
イン・プロセス Ⅳ》
（1972年）目黒区美術館蔵

《ゴースト・プラン No.1》（1969年）　セゾン現代美術館蔵
《きずな》の再現映像（1977年／2018-21年）

《焔の船 No.10》（1962年）　個人蔵　

　今回、宇佐美圭司さんの

長年にわたる多様な創作活

動を初期から晩年に至るま

で概観しようと、10点の作

品を選んで展示しました。

　まず、🅐は宇佐美さん
が 22歳のときの作品で 1963年の初個展の

頃に描いていたうちの一点です。当時の宇

佐美さんは、世界的に注目された抽象表現

主義に興味を持ち、インスパイアされなが

ら抽象的な絵画を描いていました。この絵

にもその影響が感じられます。図と背景を

明確に区別せずカンヴァス全面を覆う「オー

ルオーヴァー」という手法が使われています。

　🅑はネオダダやポップアートが勃興した
頃の作品で、抽象的な要素に具象的なモ

チーフを取り入れる試みがなされていま

す。絵の左下に描かれたのははおそらく腕。

左上にも同様のものが見られます。具象的

表現を復活させるなかで、最初は自分の身

体の形を、しだいに雑誌の人体の切り抜き

を取り入れます。単に現実を回復するので

はなく、既存のイメージを用いることで、

従来の抽象絵画とも現実のイメージとも違

う別の現実を表していたように思います。

　🅒は 60年代半ばから展開された水族館

シリーズの一つです。宇佐美さんは、1965

年の雑誌『ライフ』のワッツ暴動の記事に

掲載された、抗議する人々の身体の形をモ

チーフにしました。当初はこの絵に見られ

る 6つの人型を使いましたが、後に中央の

2つは使わなくなります。また、人体が様々

な動きをしていますが、これも徐々に統一

され、4人の人型に収斂していきました。

　それがよく現れているのが🅓のシリーズ
で、後に《きずな》につながるものです。

重要なテーマとなっているのは人と人の関

係。各々の人型は完全な姿では描かれず、

共通部分が省略されたり、線で結びついた

りしています。そうした関係が複数つなが

り合う、構造主義的な視点を持つ作品です。

　🅔は 28歳のときの一作で、絵画から一

転して人型を使うメディアアートに踏み出

したもの。今回、レーザーの専門家である

総合文化研究科の久我隆弘先生にご協力い

ただき、発表当時のスモークマシンではな

くドライアイスを使って再制作しました。

オリジナルは鑑賞者が内部に入って自分の

身体で光線を遮って光線に干渉する形でし

加治屋健司
総合文化研究科
教授

🅐

🅕

🅖

🅓
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本郷の中央食堂には宇佐美圭司氏の絵画作品《きずな》が1977年から展示されてい
ましたが、 2017年の改修の過程で不用意な廃棄処分により失われました。本展は、
取り返しのつかない結果をもたらしたことの反省にたち、 戦後日本を代表する画家の
長年の活動を振り返り、その芸術が提起した問題を学びながら芸術とともにあること
の大切さを考える機会とするために開催しています。企画を1から進めてきた加治屋
健司先生による作品紹介を読んだら、ぜひ駒場博物館へ足を運んでください。

《100枚のドローイング No.13》
 （1978年）　駒場博物館蔵

《学堂・学童・さざめき・150S》
 （2003年）　個人蔵

《大洪水 No.7》（2011年）　個人蔵　

《Laser: Beam: Joint》
 （1968年／2021年）　個人蔵

《水族館の中の水族館 No.4》
  （1967年）　個人蔵

《習慣の倍数》（1965年）　個人蔵

たが、翌年に安全基準が厳しいアメリカで

展示した際に外から覗いて見る形になりま

した。今回はそのやり方を再現したわけで

す。当時は高出力のレーザーが使えました

が、いまは安全基準が厳しく低出力のもの

でないと使えず、光線は細くなっています。

　「プロフィール」というシリーズの🅕でも
同様のテーマが追求されています。人の横

顔 6つを組み合わせて新しい形にした作品

ですが、非常に複雑になったため、このシ

リーズは止めて、再び人型を用いて手がけ

たのが🅖の《きずな》です。🅓と比較する
とシンプルな構成となり、画面があまり込

み合っておらず、背景との区別もより明確

です。左下では人型の関係性が図解されて

おり、食堂で観る学生が作品に入り込みや

すいよう教育的な効果を狙ったのではない

かと私は考えています。残された写真や資

料を元に復元を行い、中央食堂に飾られて

いたときに近いサイズで駒場博物館の壁に

投影しています。

　この後に宇佐美さんは一旦油絵制作を控

えてドローイングに移りました。🅗はその
一つ。円に人型を内接させています。レオ

ナルド・ダヴィンチが残した人体図を下敷

きにしています。ラファエロの《アテネの

学堂》をモチーフにしたのが🅘で晩年に取
り組んだシリーズの一つが🅙でした。

宇佐美圭司 よみがえる画家展

　このように宇佐美さんは 1965年に見つ

けた 4つの人型を使って様々な展開を進め

てきました。多様な「関係の場」である学

食に掛けられていた貴重な《きずな》を失っ

た背景に、多くの関係性の欠如があったこ

とを考えると、私はいまも無念が募ります。

🅑
🅒

🅗

会期：6月27日（日）まで
開館時間：10～18時（入館は17時30分まで）
休館日：火曜　観覧料：無料 ※駒場博物館
ウェブサイトでの日時指定予約が必要。
http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/　をご覧く
ださい。　主催：東京大学　協力：ソーラ
ボジャパン株式会社、東大駒場友の会
問い合わせ：駒場博物館
komabamuseum@museum.c.u-tokyo.ac.jp

🅘
🅙

会場には、装幀・装画
を担当した書籍や雑誌、
ラベルを担当したワイ
ンなどの関連資料も

充実の展覧会
カタログは東
京大学出版会
が2500円+税
で頒布中です

🅔



教養教育高度化機構（内線：44247）
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創立以来、東京大学が全学をあげて推進してきたリベラル・アーツ教育。その実践を担う現場では、いま、次 に々
新しい取組みが始まっています。この隔月連載のコラムでは、本学の構成員に知っておいてほしい

教養教育の最前線の姿を、現場にいる推進者の皆さんへの取材でお届けします。

第45回

リベラル・アーツの風
教 養 教 育 の 現 場 か ら

――「16年」とは少し半端ですね。
「2005年は科学コミュニケーション元年
と呼ばれ、科学技術コミュニケーターを
養成する文科省のプログラムが北大と早
大と東大で始まった年でした。本来の予
定は昨年でしたが、コロナ禍で延期とな
り、東日本大震災から10年という節目で
の開催になったんです。昨年のタイトル
は「科学コミュニケーション振興の15年」
でしたが、コロナ禍の状況を見てそれだ
けでは足りないと思い、変更しました」
「第1部では、まず北大の科学技術コミ
ュニケーター養成プログラム（CoSTEP）
の初代代表だった杉山滋郎先生に、「科学
コミュニケーション」という言葉が科学
技術白書に初めて載ってから、科学にイ
ノベーションが求められるようになるま
での16年間を概観していただきました。
次にCoSTEP、早大の科学技術ジャーナ
リスト養成プログラム（MAJESTy）、東
大の科学技術インタープリター養成プロ
グラムの修了生3人が体験談を話し、保
険業、医療ジャーナリスト、研究者と各々
の立場で経験が活用されていることを共
有しました。黒田玲子先生は当部門の黎

開催延期を受けて内容を変更
明期から実質的リーダーを務め、プログ
ラムを発展させたキーパーソンとして、
科学技術の予算の決まり方等について懐
かしい思い出も含めて語ってくれました」
――第2部では東日本大震災とコロナ
禍を比べて語る講演が2つありました。
「坂東昌子先生には科学者自身による科
学コミュニケーションの話をお願いしま
した。子供たちに科学を教えてきて、震
災を機に放射線について市民と学ぶ活動
を開始した先生です。市民を巻き込んだ
科学を唱える人はいますが、実際の活動
を続けながらそう言える人は貴重です。
様々な人を巻き込むことが科学自身のた
めに重要だとの強い信念を感じました。
2012-14年度に当部門代表を務めた藤垣
裕子先生は、「作動中の科学」という言
葉を軸に科学者の責任の問題を紹介しま
した。より確かなものを求めて刻々と更
新されるのが科学の本質です。プレート
テクトニクス理論と津波の高さの推定値
との関係の話はこのテーマを考える上で
非常にわかりやすい例だったと思います」

――第3部は討論でなくQ&Aでした。
「視聴者の質問を集めてパネリストに答

えてもらいました。今回は完全リモートで、
司会の私は仙台から、パネリストは北海道、
京都、東京から、裏方の先生や学生も皆
自宅からの参加で、Slack等で情報を共有
しながら進めました。タイムラグの問題
もあって質問を捌き切れませんでしたが、
事前にリハーサルを3回やったせいか全
体的には順調でしたね。やりすぎかと思
ってましたけど（笑）」
――特に印象的だったことは何ですか。
「科学で問うことはできても答えられな
い問題をトランス・サイエンスと呼びま
すが、トランス・サイエンスの中にも実
は科学で答えられることがあるはずだと
坂東先生がおっしゃったこと、ですね。
3.11を機に、日本の科学コミュニケーシ
ョンの方向性は、科学の楽しさを共有し
ようというものから社会の問題解決に繋
げようというものに変わりました。今回
のコロナ禍で何らかの変化は生じるでし
ょう。今回、3.11と比べて何が違うのか
何が同じなのかを見せるという当初の目
論見はある程度できたと思いますが、今
後もそこを皆で考えていきたいです」

出演者も運営も全てリモートで

2011年と今との比較で科学コミュニケーションを考える
／シンポジウム「科学技術コミュニケーションの16年 ―東日本大震災10年とコロナ禍のなかで―」

内田麻理香
科学技術インタープリター部門特任准教授

❶

❺

❷

❻

❸

❼

❹

「直前にZoomのロ
グイン方法が変わる
という連絡が届いて
慌てましたが、当日
は無事に180名の参
加者が視聴してくれ
ました」（運営に携わ
った定松淳先生）

開会挨拶　太田邦史（総合文化研究科長）
　　　　　松尾基之（KOMEX機構長）

第 1 部　歴史と成果
・ 何を目指してきたのか ―日本の「科学コミュニケーショ
ン」をふりかえり課題を探る　杉山滋郎（北海道大学
名誉教授）❶
・ プログラム修了生の声　坪井淳子（北海道大学 CoSTEP）
❷、高橋直純（早稲田大学MAJESTy）❸、安藤康伸（東
京大学科学技術インタープリター養成プログラム）❹
・設立当事者の一人として　黒田玲子（中部大学特任教授）❺

第 2 部　東日本大震災とコロナ禍
・ 21世紀の科学と市民 － TEPCO事故とコロナ禍から学
ぶ　坂東昌子（NPO法人あいんしゅたいん理事長／愛
知大学名誉教授）❻
・ 大震災とコロナ禍が提起する「科学者の社会的責任」
の課題　藤垣裕子（総合文化研究科教授）❼

第 3 部　パネルディスカッション

閉会挨拶　廣野喜幸（科学技術インタープリター養成部門長）

プログラム　2021年3月15日（月）　※Zoomウェビナー
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パラスポーツとスマート化を推進
――2016年発足の研究拠点が昨年12月に改組され
たんですね。最近の活動ぶりを教えてください。
「一つには、パラスポーツに力を入れています。3月
25日には「パラスポーツの可能性」と題したオンラ
インシンポジウムを開催しました。担当理事だった藤
井総長に大学全体でダイバーシティを推進しようと力
強い挨拶をいただき、当事者研究の熊谷晋一郎先生に
は「パラスポーツと自己への気づき」の題で基調講演
をいただきました。熊谷先生が重点テーマの一つに据
える障害者の二次障害に解決の糸口を与えるのがパラ
スポーツであることを共有できたように思います」
――二次障害というのはどういうものですか？
「たとえば車椅子で生活する人は、カロリー消費量が
多い脚を動かすことが減って運動不足になりがちで、
糖尿病のような生活習慣病の発症率が高まります。抱
えている障害が元となって起こる障害の問題に、先端
研のバリアフリー分野とともに取り組みます」
「もう一つの動きとして、運動施設のスマート化計画
があります。体育館やグラウンドにカメラや床反力計
などの各種センサを設置し、そこで得たデータを使っ
て利用者の心と体の状態を最適化したりチーム強化に
役立てるものです。駒場のホッケー場や柏のラグビー
場を手始めにラボ付きのセンシングフィールド（仮
称）を常設し、結果を高齢者施設や病院など広く社会
に還元したい。ICTを使うヘルスケア産業が盛んです
が、私たちは利用者の負担を減らすやり方を追求しま
す。機器をつけずに運動するだけでたとえば血圧も体
温も動きも速さも自動で調べられるものです。それに
は情報から心と体の状態を正確に推定する必要があり、
精度を上げるための研究を隣のラボで進めます。大学
の運動施設をスマート化する意義はそこにあります」
――コロナ禍だと運動施設の利用も難しいですね。
「学生の心と体に明らかな影響が生じているので、相
談支援研究開発センターと連携してオンラインエクサ
サイズの支援を始めました。教則ビデオを作って公開
し、昼休みのエクササイズ企画も好評です。スポーツ
の重要性が高まっているなか、今後展開したいのは教
育の取組みです。たとえばスポーツを題材とした
STEM教育コンテンツの動画配信。たとえばゴルフで
も野球でもボールの動きは物理法則で説明できます。
スポーツはサイエンスの格好の題材になるはず。ギャ
ップが大きいスポーツと科学の現場を繋ぐインタープ
リターの養成も進
めたいと思います」

連携研究機構
スポーツ先端科学
連携研究機構（UTSSI）

シリーズ 第34回

の巻
話／機構長
中澤公孝先生

utssi.c.u-tokyo.ac.jp

平塚総合海洋実験場の巻
海洋アライアンス連携研究機構 林 昌奎

教授

本郷・駒場・柏以外の本学を現場の教職員が紹介
第25回東 京 大 学

海洋データの沖合プラットフォーム

　平塚総合海洋実験場は、相模湾平塚沖1km、水深
20mの海域に設置されている海洋観測のための研究
施設である平塚沖総合実験タワー（以下、平塚タワー）
と陸上の支援施設で構成されている。平塚タワーは、
1965年に建設され（当時の名称は波浪等観測塔）、主
として波浪観測の分野で55年以上の長きに亘り、海
洋データを集める上で大きな力を発揮してきた我が国
の数少ない貴重な沖合プラットフォームである。
　平塚タワーは、独立行政法人防災科学技術研究所よ
り、新たな海洋研究を発展させる施設として、2009
年に東京大学に移管された。東京大学海洋アライアン
ス連携研究機構は、平塚沖総合実験タワープログラム
を設置して、平塚タワーの管理運営をおこない、海洋
実験プラットフォームとして有効活用し、機器開発や
海洋観測などの研究・教育施設として利用している。
平塚タワーには観測機器の設置や観測作業のためのス
ペースがあり、電力及び通信設備が備えられている。
陸上には、観測データの管理及び解析をおこなう装置、
研究室、会議室などを備えた施設があり、平塚タワー
への通船が運行されている。
　平塚タワーでは1965年設置以来、波浪、水位、水温、
流れなどの海象データ、風、気圧、気温、湿度、温度
などの気象データ、ライブカメラによる映像データの
観測を行い、データベース化するとともに、神奈川県
と共同でWEBによるリアルタイム配信を行っている。
平塚タワーの観測データは、水産業、海洋レジャー、
気象解析、海難事故解析、海岸構造物の設計などに幅
広く活用されている。

平塚沖
総合実
験タワ
ー外観

www.hiratsuka-tower.jp/

1.タワーの
内部  2.タ
ワーに設置
されている
波浪観測レ
ーダー 3.タ
ワーへの通
船「さがみ」

1 2

3
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森脇誠也

キーボードの下でREUNION

気持ちは上田綺世。推しが弱くて辛い辛い

得意ワザ：球拾い
自分の性格：太陽より月が好きなタイプ
次回執筆者のご指名：泊 武伸さん（同期です！）
次回執筆者との関係： 中学の部活の後輩（…ごめんて）
次回執筆者の紹介：1番中堅　シャープな打撃が魅力

第180回

教養学部等
総務課職員チーム

幕は上がるのか
　大事なこ
となので冒
頭に失礼し
ます。駒場
Ⅰキャンパ
スでは昼休
みにサッカ

ーをしてい

ます！　教
員・学生の
垣根を越え
(感染対策
に十分留意
し)毎日楽
しくプレー

しています

ので、興味のある方は12:30にラグビー場まで！
　さて、本題です。非常勤の方の給与支給を主として、
健康管理や共済などの業務を担当しています。こと給
与については、「正確で当然」だからこそ、毎月の支
給日に向け日々責任を感じながら臨んでいます。
　着任してから二年半になりますが、チームや課の方
を始め、お世話になっている各課・専攻の皆様、本部
に保健センターなど多くの方々に支えていただきなが
ら業務に取り組むことができていると痛感しておりま
す。この場をお借りし、心より感謝申し上げます。
　元来インドアな私生活ですが、コロナ自粛に乗じて
ホームタップを契約してしまいました。週末は生ビー
ル片手に、愛するポルノグラフィティのLIVE DVD
に狂乱しています。再び幕の上がるその日まで……。

学内マスコット放談

いちょうの
部屋

今回のゲスト

クック＆ジョー
空間情報科学研究センター（CSIS）マスコット

いちょう◉二人は太ったカラス？ このへんじゃ見か
けない鳥のようだけど、どこかから逃亡してきたの？
クック◆九官鳥をモチーフとしたCSISのマスコット
なんです。いつも世界中を飛び回っているんですよ。
ジョー■動物園にいる奴らといっしょにしないでくれ。
い◉日本人離れした名前だよね。何歳？ 生みの親は？
ク◆クウカンジョウホウ→キュウカンチョウ→クウカ
ンチョウと紆余曲折があり、Cook & Joeとなりました。
ジ■2015年5月から存続している。当時センターに在
籍していた早川裕一先生の奥様がデザイナーでな。
い◉二人は親子？ 恋人？ 愛人？ 宿敵？ 
ジ■もちろん赤の他人だ。
ク◆師弟ですよ！ ジョーさんは、空間情報のことな
ら何でも知っているけど極度の面倒くさがりで、説明
放棄された事項をわたしがいつもフォローしています。
い◉ふーん。ピンクの模様は刺青？ それともシール？ 
ク◆生まれつきの地毛です。日本列島の模様ですよ。
い◉羽は太陽電池パネルだよね。発電量はどの程度？
ク◆ピークパワーは120Wもあって高出力だよ。
い◉頭のアンテナでいつも何を受信しているの？ 毒
電波？ ゲゲゲの鬼太郎先輩みたいに妖気とか？
ジ■GNSS（Global Navigation Satellite Systems）と
いう位置情報主体のアンテナだから、複雑な交信等の
情報は得られないことになっている。だが実は受信機
内部でのデコード処理をバックグラウンドで行うプロ
トコルは準備しており、その開発を進めることで……
い◉もういいや。好物は九官鳥フードの「Q-CHAN」？
ク◆わたしは掛川茶が好きかな。なかよしの友だちが
掛川出身で、毎年新茶を送ってくれるんだよ。
ジ■オレはコーヒー。特にサンパウロがいい。
い◉SNS用のスタンプがあると聞いたけど本当なの？
ク◆42種類のイラスト※があるよ。一般公開で空間情
報クイズに答えるとダウンロードできるんだ。
い◉なかよしのマスコットはいるの？　　
ク◆まだいないけど、隣の物性犬さんと友達になりた
いです。わたしたちの特製シールでも贈ってみようかな。
い◉今後の活動についてひとことどうぞ。
ジ■GIS（Geographic Information Systems）に関する
講習会などを続けていく。あとは自分で勉強してくれ。
ク◆ウイルスが落ち着いたらまた世界中を飛び回るよ。
空間情報科学を広く使ってもらうためにがんばるよ！

真面目だけどおっちょこちょいの
クック（白）と説明を放棄しがち
なジョー（黒）のコンビ。そのう
ち目からビームを出すらしい（？）

第7回

※
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　最後に本コラムに原稿を執筆してから一年が経過。
変異株による新たな感染拡大や、ワクチン接種の遅れ
など、我が国における新型コロナの先行きは未だ不透
明です。科学技術立国として最先端のサイエンスや技
術を開発しながら、それらを享受できない様々な社会
的課題が明らかになってきました。科学に問うことは
できるが、科学のみでは答えることができない、その
ことを痛感させられます。
　さて、残念ながらステイホームは当分続くでしょう。
そこで、サイエンス系の映画を見て、気分転換してみ
ませんか。家で過ごす時間が少しでも楽しく、でもち
ょっと考えさせられる、そんな時間になればと思いま
す。私の独断ではありますが、三本の映画をご紹介し
ましょう。
　まず、最初は「アポロ13（Appolo13）」。三回目の
月面着陸を目指すアポロ13号の物語です。しかし、
その途上で爆発事故にあい、様々な危機に直面しなが
ら、地球へ見事に帰還します。現実の世界での活きた
サイエンスやテクノロジーとは。そして、それらを身
につけ、必要なときに発揮するためにはどうしたらよ
いのか。私にとって、研究者、エンジニアの原点を教
えてくれた映画です。今まで何回見たことか。。。宇宙
船と地上のリモートを通したやりとりや、チームワー
クとリーダシップなど、1995年の映画ですが、今の
時代にも通じる点が多いです。
　二番目は、「奇蹟がくれた数式（The man who 
knows the in�nity）」。インド人数学者ラマヌジャンの
半生を、ケンブリッジ大学ハーディ教授との師弟関係
を織り交ぜながら描いた、純粋で美しい映画です。正
式な数学教育を受けていないが、天才的なひらめきを
持つラマヌジャンを受け入れるハーディ教授の懐の深
さ。その一方、人種や宗教の違いと差別など、Diversity
& Inclusionのあり方を考えさせられます。ハリウッ
ド映画とは趣が異なる、お薦め映画の一つです。
　最後の三本目は、「ショーシャンクの空に（The 
Shawshank Redemption）」。冤罪により投獄された銀
行員のお話。サイエンスとは直接関係ないですが、限
られた厳しい環境で目的を達成する点ではアポロ13
と同じです。ここでは、多くは語りませんので、是非
見てください！
　長引く新型コロナ禍、私たちに必要なのは希望なの
かもしれない。一年後に、状況が改善されていること
に願いをこめて。

第166回

大島まり情報学環／生産技術研究所教授
科学技術インタープリター養成部門

science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp

ステイホームを彩るサイエンス系映画

科学技術インタープリター養成プログラム

　私たちは昨年度、「限界集落の課題解消のために東
京にいるからこそできること」をテーマに、オンライ
ン形式で三重県南伊勢町の道

みちゆくがま

行竈地区と交流会を行い
ました。平家の落人によって形成された集落は、今で
も武士一族の絆が強く、人口わずか37人（！）の中、
地域の方々が中心となって「チーム道行竈」が結成さ
れ、様々な形で道行竈の魅力が発信されています。現
在、耕作放棄地の復田と酒米の栽培・日本酒の製造が
実施されているところです。既に色々な取り組みが実
施されている地域のため、私たち学生は他の地域のよ
うに「課題を解決する！」といったスタンスよりも、
「まずオンラインで可能な限り仲良くなってみる！」
というスタンスで関わらせていただきました。
　道行竈の方々との
交流の中で特徴的だ
ったのは、何といっ
ても交流会の多さで
す。これは、初回顔
合わせの際に「来ら
れる人だけでも良いからオンラインという利便性を活
かしてコンスタントに会いたい」という意見が出たた
めです。時に雑談をし、時に一緒に踊り（新聞やテレ
ビでも取り上げていただきました！）、時に送ってい
ただいたお酒とお米を食べながらお話し、5ヶ月間の
中で、10回以上顔合わせを行うことができました。
そのような中、学生自身も道行竈の魅力をどんどん発
見し、道行竈の方々の「どうしたら魅力を伝えられる
か」といった課題提示に対し、Instagramのアカウン
ト開設（www.instagram.com/michiyukugama/）やHPの
作成といった解決策を提案させていただきました。
　バーチャルな関わり合いに止まらず、実際に道行竈
で作られたお米とお酒というリアルなツールで交流が
できたのも特徴的でした。これらには「たくさん売っ
て儲けるというのではなく、作られた背景や道行竈の
魅力を知ってほしい」という強い想いが込められてい
ます。パッケージからお米の食感・甘さ・粘り気・香
り、お酒の口当たり、飲みやすさ、フルーティさ、全
てが計算し尽くされています。また、台風からの影響
を奇跡的に逃れたエピソードなども交えて堪能すると、
「神の穂」と名付けられたのも納得がいきます。
　実際に現地に赴くことは叶いませんでしたが、田ん
ぼの動画や360度パノラマ、Google Earth、酒米など
を通し、道行竈地区という魅力を思う存分に味わった
半年間でした。社会に出てからも、癒しを求めて今後
も関わりあっていきたいです。

第12回 岡田和志
近藤環衣

文学部4年

公共政策大学院2年

心和らぐ場所、道行竈

FS
専門知と地域をつなぐ架け橋に

レポート!

地元の名所「ハートの入江」
にちなみハートマークを作成

仲の良さを表す
集合写真！実際
に行った気に！
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features, Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

4月9日 農学生命科学研究科・農学部 岩田忠久教授が、令和 3年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞 (研究部門 )を受賞

4月12日 宇宙線研究所 柏キャンパスに宇宙・素粒子分野の国際研究拠点を設立

4月12日 本部総務課 令和 3年度 東京大学学部入学式を挙行

4月12日 本部総務課 令和 3年度 東京大学大学院入学式を挙行

4月13日 総合文化研究科・教養学部 「宇佐美圭司　よみがえる画家」展

4月13日 農学生命科学研究科・農学部 降旗一夫 学術専門職員が令和 3年度科学技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞を受賞

4月13日 総合文化研究科・教養学部 先進科学研究機構の成田憲保教授が第 4回地球惑星科学振興西田賞を受賞

4月14日 本部渉外活動支援課 ご入学記念キャンペーン 2021

4月15日～5月11
日

本部広報課 東京大学クロニクル改革のキーパーソンから見たこの 6年、学外有識者から見たこの 6年、ビ
ヨンド 2020座談会、数字の変遷で見るこの 6年、UTokyo式典プレイバック｜「淡青」42号

4月16日 史料編纂所 史料編纂所ロゴマークを制定！

4月16日 本部総務課 令和2年度東京大学入学者歓迎式典のお知らせ

4月20日 未来ビジョン研究センター OECDの書籍におけるグローバル・コモンズ・スチュワードシップ指標の紹介

4月20日 生産技術研究所 岡部徹教授、竹田修リサーチフェロー、大内隆成助教、芳村圭教授、山崎大准教授が文部科学大
臣表彰を受賞

4月22日 医学部附属病院 南学正臣教授が国際腎臓学会の次期理事長に選出

4月23日 大学総合教育研究センター 「Courseraにおけるインタラクティブ・ティーチング」開講のお知らせ

4月23日 広報戦略本部 技術と当事者目線でよりよい義足を | Entrepreneurs 06

4月26日 教育学研究科・教育学部 【募集中】2021年度海の探究学習・支援プロジェクトの開始

4月28日 本部環境安全課 第5回東京大学環境安全衛生スローガン募集

4月28日 医科学研究所 渋谷哲朗教授が文部科学大臣表彰 科学技術賞を受賞

4月28日 医科学研究所 秦裕子技術専門員が文部科学大臣表彰 研究支援賞を受賞

4月28日 本部広報課 【ガイド募集】「東京大学キャンパスツアー」2021年度採用について

4月30日 医科学研究所 西村栄美教授が文部科学大臣表彰 科学技術賞を受賞

5月6日 法学政治学研究科・法学部 東京大学―北京大学戦略的パートナーシップ特別会合「オンライン教育の機会と課題」を実施

5月6日 広報戦略本部 第31代総長は「対話」を重視する　～藤井輝夫総長インタビュー

5月10日 本部総務課 令和3年度 東京大学入学式総長式辞の公開

　明治2（1869）年、維新政府により史料
編輯国史校正局が設置され、「修史」の意
義を説き、三条実美を「史局」の総裁に任

命する「明治天皇宸翰御沙汰書」（史料編
纂所現蔵）が出されました。これが近代修
史事業の出発点となり、現在の史料編纂所

　東京大学基金では、通常の特典に加え、
期間限定の特典をプレゼントする入学記念
キャンペーンを実施しています。9月30日
までに一括で10万円以上のご寄付をいた
だいた個人の方に、東京大学基金オリジナ
ル写真立てを贈呈いたします。表紙に銀杏

史料編纂所のロゴマークを制定

東大基金が入学記念キャンペーンを実施中

（史料編纂所）

（本部渉外活動支援課）
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※材質はリサイクルレザー　
※画像は実物と異なる場合があります

にまで至ります。
　2019年度に近代修史事業開始150周年
を迎えたことを機に、2021年4月、史料編
纂所ではロゴマークを制定いたしました。
史料を紐解き、永くつながる「歴史」を編
む、という史料編纂所の基幹事業をイメー
ジしたデザインとなっています。

の東大マーク、片面に安田講堂の写真を入
れてお届けいたします。新入生のご家族が
知り合いにいたら、この機会に東大基金を
ご案内ください。お申込み方法
はこちら：https://utf.u-tokyo.

ac.jp/newslist/campaign2021
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　宇宙線研究所、カブリ数物連携
宇宙研究機構、素粒子物理国際研
究センター、理学系研究科の4部
局とフランス国立科学研究センタ
ー（CNRS）は、国際交流協定に
基づき、宇宙・素粒子物理学及び
天文学の分野で交流するための国
際研究拠点「ILANCEラボラトリ
ー」を柏Ⅰキャンパスの総合研究
棟内に設置しました。フランスか

らの研究者や学生が中・長期で滞在するため
の拠点となり、共同研究や学生・研究者の交
流を活発化させることが期待されています。
　4月7日には設立を記念した初めてのワー
クショップがZoom上で開催され、日本側代
表の梶田隆章 宇宙線研究所所長が「この国

　大学総合教育研究センターでは、MOOC

「インタラクティブ・ティーチング」を新た
にコーセラ（Coursera）で開講しました。
かつて日本語のMOOCプラットフォーム
gaccoで開講していたプログラムを学習者の
ペースで学べる形式に変更して再公開するも
のです。8週間の長期プログラムにもかかわ
らずgaccoでは2年間で24,000名以上の受講
登録を集め、高い評価を得た講座に、英語字
幕を付与し、ワークシートや手元資料として
のスライド類も英語版を用意しました。
　学習者が主体となる教育が求められる今、
教師は教育の場をどのようにつくればよいの
か？　その答えは場の相互作用（インタラク

際研究拠点の活動には日本とフランスから
50人を超える研究者が参加する予定ですが、
第一線の研究分野で東京大学とCRNS/IN2P3

が協働することは大変重要なことで、
COVID-19の状況が早く改善され、研究拠点
の設立が良い機会となってくれることを期待
しています」とあいさつ。フランス側代表の
Michel Gonin エコールポリテクニック大学
教授も、拠点設立の目的について、「CNRSが
東京大学と国際協力していくための新しい仕
組みの構築であり、日仏からの研究者が結集
する組織を柏キャンパスに作り、既存のブロ
ジェクトを強化するだけでなく、日仏政府・
ERCへの研究提案、異なる分野の研究者が交
流することによるシナジー効果も期待してい
ます」とコメントしました。

ション）を重視する「インタラクティブ・テ
ィーチング」にあります。本講座は、学習者
が主体的に学ぶ授業の作り方や教師としての
あり方を実践的に学ぶことを目的としていま
す。8週間のプログラムは、授業を双方向に
するための知識やスキル等を学ぶナレッジ・ 

セッションとスキル・セッション、各研究領域
で第一線を走る研究者たちが、「教えること」
といかに向き合ってきたかを学ぶストーリ
ー・セッションの3つによって構成されます。
　どなたでもcourseraにおいてすぐに学び
始めることができます。今後、本講座に関連
したリアルタイムのオンラインプログラムも
企画予定です。

柏に宇宙・素粒子分野の国際研究拠点を設立

インタラクティブ・ティーチングのMOOCがCourseraに

（宇宙線研究所ほか）

（大学総合教育
研究センター）
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）第 6回／前期課程にみる対面授業×オンライン授業

　語学もゼミも、体育までオンライン授業、
そんなことがありえるのか（学生）、どうや
ったらできるのか（教員）──そんな危機感
と焦燥感に包まれた昨春の授業スタートから、
早や3学期目を迎えることになってしまいま
した。中国からコロナ禍が一気に世界に拡散
した昨年3月、本学は、学びを止めないとい
う目標の下、学事暦を動かさずに、いち早く
オンラインの全面導入に踏み切りました。
　焦点となったのは、大人数が同一のカリ
キュラムの下で学ぶ前期課程です。駒場キ
ャンパスでは、6600人以上もの1、2年生に
対し、常に2000前後の科目が開講されてい
ます。右の表に示したように、コロナ禍前

の2019年度はSセメスター（タームを含む）
に2100以上、Aセメスターに1600以上もの
授業が開講されており、その全てが対面形式
となっています。わずか1年余り前はそれが
当然のことでしたが、今となってはうたた今
昔の感に堪えません。
　これが2020年度Sセメスターでは一転、
1900余の授業の全てがオンライン実施とな
りました。さらにAセメスターからは、流行
状況に鑑みてオンラインを継続しつつ、対面
形式の教育効果を重視して、可能な範囲で対
面授業を再開しました。初修外国語や総合科
目の初級といった語学科目では、クラスごと
に対面とオンラインを隔週で組み合せて実施

新型コロナウイルス情報WG発 教養学部前期課程の形態別授業開講数コロナ禍 vs 東大 Now
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しています。身体運動・健康科学実習も、隔
週で実技を再開しました。今年度も約15％
の科目が何らかの形で対面授業を実施してお
り、隔週から毎週対面になる科目が増えるな
ど、安全に配慮しつつ着実に前進しています。
（杉山清彦／総合文化研究科・広報室副室長）

ワークショップの参加者は約80名と盛
況で、終わりに相原博昭 理事・副学長
から新たな研究拠点の設立に歓迎と期
待の言葉をいただきました

担当講師は栗田佳代子先生。学習者は1
週間あたり約90分の動画 (10分程度の
動画7～9本) を視聴します

　 オンライン
授業

対面授業／
オンライン・
対面併用

合計

2019S 0 2125
（100%） 2125

2019A 0 1657
（100%） 1657

2020S 1909
（100%） 0 1909

2020A 1444
（約 87%）

222
（約 13%） 1666

2021S 1648
（約 85%）

287
（約 15%） 1935

＊S・Aはそれぞれのセメスター・ターム科目の合計（AはW
タームも含む）　＊PEAK前期科目を含む。合併科目はそれぞ
れ別の科目としてカウント
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淡青評論

『One Earth Guardians育成プログラム』が目指すもの

東京大学広報室
2021年5月25日no.1546

第1131回

　人類の活動が引き起こした異常気象、生物
多様性の喪失、そして資源枯渇やパンデミッ
クなど、人類の生存を脅かす地球上の課題が
日々積み重なっている。多くの科学者が、人
類存亡はこれらの課題解決にかかっており、
今後10年間で正しい方向へ舵を切らなけれ
ば致命的となると指摘している。
  『農学』という学問領域はその解決策の多
くのシーズを抱えているが、私たちは、それ
らを活かせない硬直した状況に陥っている。
なぜか？　歴史的経緯、現在の領域構成や帰
属意識が、幅広い学問領域を跨いだ総合的視
野からの問題解決を困難にしており、持続可
能な人類社会の構築という現在の社会ニーズ
にあった人材供給や研究貢献が十分にできて
いないためと私は考えている。
　私たちは4年前に、「100年後の地球に何が
できるか？」を考える農学部発の教育・研究
プログラム『One Earth Guardians育成プロ
グラム(OEGs:地球医)』を立ち上げた。この
プログラムでは、研究領域の壁を越えて、ヒ
トを含めた地球上の生物の共存共生のため、
①これまでヒトが地球上の資源を利用するこ
とで起こしてきた課題を現場で俯瞰的に洗い
出す。②課題についてヒトの生活活動を続け
ながら実施できる科学的解決法を研究する。
③社会を巻き込みながら解決法を実践してい
く科学者の集団（ネットワーク）＝OEGs 

を育成する。この活動を通じて「経済価値偏
重主義」から「自然（地球）資本主義」への

パラダイムシフトを目指す。URAの献身的
な努力のもと、学生、教職員、そして社会人
が対話に基づくactive learningを展開してき
た成果として、企業との新しい共同研究が開
始され、産業界を含め社会全体で学生を育て
る気運が高まっている。
　現在本学に提案している第II期のOEGs育
成プログラムでは、これまでの経験と成果を
ベースに、その対象を本学の他部局、他大学、
学外のあらゆる世代に拡大する。日々の衣食
住などを支え、当たり前で貢献が目立たない
が、人類の生活に必須な「実学」の重要性を
社会全体に訴え、基礎的な「学術」研究と生
活を支える「生術」研究の相互依存を実現す
る。自然（地球）を資本と考える新しい産業
と社会システムの創出が必要な今こそ、「農
学」ひいては教育・研究の本来の役割があら
ためて問われている。
　大量生産・大量消費で利ざやを稼ぐ仕組みか
ら、生活の『質』を大切にする個人行動・社会
構造への変容のために、私たちは人類の存亡
を懸けて、トップダウン的な施策だけではな
く教育からボトムアップ的に推進する本活動
に邁進したい。このような活動に賛同してく
ださる皆様のご参加・応援をお待ちしている。

高橋伸一郎
（農学生命科学研究科）

OEGs育成プログラム
www.one-earth-g.a.u-tokyo.ac.jp
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